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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】着衣快適性やゴミ．ホコリの付着原因となる静電気の発生を抑制して帯電防止機
能を付与し、水系洗濯の摩擦における疎水効果の耐久性を持続させる、ダウン並びフェザ
ーの疎水化製造方法を提供する。
【解決手段】ダウン並びフェザーを不純物．皮脂．垢等を取り除いた後、同浴内において
親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物と多価アミノ化合物を共存させ、
３０℃～９０℃の第１次の昇温熱処理の工程を有し、その後水溶性又は水分散性パーフル
オロアルキルアクリレートと助剤として水系シリコーンソフナー．水系メラミン尿素誘導
体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも１種を併用して、６０℃～１５０℃の第２次
の熱処理を実施する事によりダウン並びフェザーへ静電気の発生を抑制する機能と耐久性
のある疎水化の機能を付与するにあたり、合成樹脂や有害な薬剤を用いない、疎水化製造
方法である。
【選択図】なし



(2) JP 2010-13784 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウン並びフェザーを疎水化する際、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系
化合物及び多価アミノ化合物を共存させダウン並びフェザーへ疎水化の機能性を付与させ
る疎水化製造方法。
【請求項２】
　親水性の置換基を有する前記ジハロゲノトリアジン化合物が、下記一般式（１）で表さ
れる２，６－ジハロゲノ－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘導体が付与されていること
を特徴とする、請求項１記載のダウン並びフェザーの疎水化製造方法。
【化１】

上記式［化１］中、Ｘは塩素、フッ素及び臭素からなる群より選ばれるハロゲン基、Ｙは
スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基からなる群より選ばれる少なくとも
１つの基により置換されたアリールアミノ基、アリールオキシ基、アリールメルカプト基
、アルキルアミノ基、アルコキシ基、アルキルチオ基、トリアジニルアミノ基、トリアジ
ニルオキシ基、トリアジニルチオ基、またはトリアジニルアミノスチルベンアミノ基であ
り、前記スルホン基、カルボキシル基、水酸基、及びチオール基はその水素原子がアルカ
リ金属原子またはアルカリ土類金属原子で置換されてもよい。
【請求項３】
　前記、ダウン並びフェザーを疎水化する際、その水溶液の中に親水性の置換基を有する
ジハロゲノトリアジン系化合物及び多価アミノ化合物を共存させ「浴中吸尽法」を用いて
該繊維構造物を３０℃～９０℃の昇温熱処理する、第１次の熱処理とその後該繊維構造物
を疎水化させるにあたり水溶性または水分散性のパーフルオロアルキルアクリレートと、
助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導体及びウレタンから選ばれた
少なくとも一種を併用して含浸させ「連続乾熱法」を用いて６０℃～１５０℃の第２次の
熱処理を含むことを特徴とするダウン並びフェザーを疎水化する際の疎水化の機能を付与
させる疎水化製造方法。
【請求項４】
　ダウン並びフェザーを疎水化する際「浴中吸尽法」を用いて浴比を１：６０以下の水溶
液に親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物、純度１００％該構造物重量
比０．１％～１０％、多価アミノ化合物、該繊維構造物重量比０．０１％～１０％共存さ
せ３０℃～９０℃の第１次の昇温熱処理を含むことを特徴とするダウン並びフェザーの疎
水化の機能を付与させる疎水化製造方法。
【請求項５】
　請求項４によって、ダウン並びフェザーへ疎水化の機能を付与させるため、水溶性また
は水分散性のパーフルオロアルキルアクリレートと助剤として水系シリコーンソフナー、
水系メラミン尿素誘導体及びウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用して該繊維構造
物の重量比０．１％～１０％含浸させ「連続乾熱法」を用いて６０℃～１５０℃の第２次
の乾熱処理を含むことを特徴とするダウン並びフェザーの疎水化の機能を付与させる疎水
化製造方法。
【請求項６】
　請求項１～５の水溶中に酢酸、リンゴ酸、氷酢酸及びクエン酸から選ばれた少なくとも
１種を添加してＰｈ３．５～６．５に調液することを特徴とするダウン並びフェザーの疎



(3) JP 2010-13784 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

水化の機能を付与させる疎水化製造方法。
【請求項７】
　請求項１項１～５の水溶液中に炭酸水素ナトリウム及び炭酸ナトリウムから選ばれた少
なくとも１種を添加して、Ｐｈ８．０～１１．０に調液する事を特徴とするダウン並びフ
ェザーの疎水化の機能を付与させる疎水化製造方法。
【請求項８】
　請求項１～５のいずれかに記載のダウン並びフェザーを用いてなることを特徴とする枕
．布団等の寝具類。
【請求項９】
　請求項１～５記載のいずれかのダウン並びフェザーを用いてなることを特徴とする、ジ
ャケット．コート等のアウター衣料類。
【請求項１０】
　請求項１～５記載のいずれかのダウン並びフェザーを用いてなることを特徴とする、シ
ョール．ストール．マフラー等の装飾類。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダウン並びフェザーの疎水化する際に親水性置換基を有するジハロゲノトリ
アジン系化合物と多価アミノ化合物を共存させ「浴中吸尽法」を用いて第１次の３０℃～
９０℃までの昇温熱処理を付した後、第２次の６０℃～１５０℃の乾熱処理を付す「連続
乾熱法」を含む工程を有し該構造物へ帯電防止機能及び耐久性のある疎水性を付与向上さ
せるものである。より具体的には本発明は、ダウン並びフェザーを疎水化させるにあたり
、一般式（１）で表される２，６－ジハロゲノ－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘導体
及び水溶性の多価アミノ化合物を共存させ「浴中吸尽法」を用いて第１次の３０℃～９０
℃までの昇温熱処理を付与した後、疎水化を得る向上剤として水溶性または水分散性（以
下、水系と記す）パーフルオロアルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフ
ナー、水系メラミン尿素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用し第
２次の６０℃～１５０℃の乾熱処理を付す「連続乾熱法」を含む工程を有し該構造物へ帯
電防止機能及び耐久性のある疎水性を付与向上させダウン並びフェザーの機能性を向上さ
せ用途を拡大する疎水化製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　水鳥の副産物である、ダウン並びフェザーは保温．保湿性及び吸放湿性に優れた構造物
で衣料及び寝具等に使用されている。
【０００３】
　更にウール及びシルクなどの動物繊維と同様、該構造物内に多くの親水性のアミノ基を
有して公定水分率（平衡水分率）が高い事が知られている。
【０００４】
　しかし、該構造物は親水性のアミノ基を有しているがゆえに結露状態での使用によって
空気中の湿気を吸収する事、水系洗濯による水分の保持が本来の保温．保湿性及び吸放湿
性を失う事となる。
【０００５】
　この事は、ダウン並びフェザーの形状．形態及び粗成によるものである事が知られてい
る。
【０００６】
　該構造物は、乾燥時には拡がって表面積が大きく、保温．保湿及び吸放湿性能の機能性
を備えるが、湿気や水分を保持すると収縮してしまい、これらの機能性を失う。
【０００７】
　更に該構造物が湿気及び水分を保持すると収縮する事により、形状及び形態により、衣
料および寝具などの製品内の限られた空間では、形状回復を行いながらの乾燥が困難にな
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る。
【０００８】
　その原因は、該構造物は乾燥する工程において、乾燥機内に飛散、拡散させながら大き
な体積を使って乾燥を行う。しかし、製品となった時点で飛散を防止するため高密度の織
物内にパック状に詰め込むため圧縮された状態で乾燥されてしまい。形状回復が難しくな
る。また、タンブル乾燥機などで動かしながら乾燥しても、外側の乾いたところから形状
回復し、断熱作用が高まり、乾熱が中心まで付与できなく、長時間の熱工程を有する事に
なる。
【０００９】
　この様な理由によりダウン並びフェザーの特性を失わないための疎水化が使用者側から
強く要求された。
【００１０】
　該構造物の疎水化の要求に対して開発された、シリコーン系やフッ素系撥水剤を付与し
、合成樹脂で被膜化された該構造物が提案されている。
【００１１】
　しかし、これらの疎水化技術について使用者からは充分に満足したとの評価は得られて
いない。
【００１２】
　その原因としては、前記のとおりダウン並びフェザーの形状．形態及び粗成の特性によ
る。
【００１３】
　該構造物に疎水化を付与するためにはシリコーン系やフッ素系の撥水剤を合成樹脂を用
いた複合．合成のコンプレックス技術と高温条件下での加工工程を必要とする。
【００１４】
これらの技術の概要を説明すると、撥水剤と合成樹脂を併用してダウン並びフェザーへ含
浸させる。その後所定量に絞って高温乾燥を実施してその後、キュア工程を実施、その目
的を達成させる。
【００１５】
　しかし、これらの加工を実施し疎水化を実現させても使用者からは充分に満足したとの
評価は得られない。その原因は以下の様に考えられる。
【００１６】
　撥水剤と合成樹脂を併用する、このコンプレックス技術は乾燥した後キュア工程を有し
、乾熱温度１７０℃～１９０℃の高温条件が必要不可欠であり、この工程を有する事によ
って疎水化を達成することができる。しかし、この様な高温条件下ではダウン並びフェザ
ーのアミノ基を有するポリペプチド鎖が破壊されてしまい、熱塑性化及び粗硬化の要因と
なる。たとえ疎水化が達成されても該構造物に合成樹脂より固着．被膜化しているのみで
あり、水系洗濯で簡単に脱落してしまう。更に該構造物は平衡水分率が高く帯電防止機能
を持っているにもかかわらず、撥水剤の被膜化は湿気や水分の浸入を防ぐため、静電気を
発生させる事によりゴミやホコリが付着する要因となる。これらの技術は温度や再現性が
難しく、加工失敗すると復元できないなど、有害な薬害や合成樹脂の使用に起因する安全
性にも問題がある。
【００１７】
　また、本発明において後で説明するように親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン
系化合物を用いて天然繊維や再生繊維を処理することについて、有機天然繊維製品の改質
加工技術として羊毛、絹、皮革、木綿、麻、再生繊維等の有機天然繊維材料に親水性置換
基を有するジハロゲノトリアジン化合物を用いて２段階の熱処理加工を施して、それによ
り疎水性を付与する加工手法が提案されている。
【００１８】
　しかし、この特許文献の特許請求の項にダウン並びフェザーの記載は無くその要因は前
記の該構造物の特性によるものと考えられる。



(5) JP 2010-13784 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

【特許文献】特願２００６－２７５７９５
【００１９】
すなわち、本発明の目的はダウン並びフェザーへの疎水性を付与し、ゴミやホコリが付着
することを防ぐ帯電防止機能を付与することにより該構造物の更なる機能性を高め、広い
市場、消費者の要望を解決し、その目的に沿ったダウン並びフェザーを提供せんとするも
のである。
（問題を解決するための手段）
【００２０】
　上記課題を解決するために、本発明に係るダウン並びフェザーの耐久性のある疎水化製
造方法は親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物及び多価アミノ化合物を共
存させ「浴中吸尽法」を用いる。
【００２１】
　「浴中吸尽法」は、昇温熱処理を用いて浴液温度３０℃～９０℃まで２０分間～３０分
間かけて徐々に昇温し６０℃～９０℃を１５分～４０分処理するという意味である。徐々
にとは急激かつ不均一に昇温すると親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物
が加水分解や凝集を引き起こしダウン並びフェザーへの不均一な被膜化を実施するため、
より具体的に昇温速度が２℃／分以下であることが好ましい。
【００２２】
　また、本発明において用いる、多価アミノ化合物として分子数２００００以下の水溶性
の加水分解シルクを用いる。
【００２３】
　更に本発明方法において第１次の熱処理時間３０℃～９０℃においてはダウン並びフェ
ザーの疎水化製造方法として親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物及び多
価アミノ化合物を共存させ、「浴中吸尽法」を用いる
【００２４】
　第１次の反応を均一にする目的において以下の条件を用いる。酸性側の反応条件は、酢
酸、リンゴ酸、及びクエン酸から選ばれた少なくとも１種を添加してＰｈを３．５～６．
５の範囲に調液する事が望ましい。
【００２５】
　同様にアルカリ側の反応条件は、炭酸水素ナトリウム及び炭酸ナトリウムから選ばれた
少なくとも１種を添加して、Ｐｈを８．０～１１．０の範囲に調液する事が望ましい。
【００２６】
　　第二次の熱処理として「連続乾熱法」を用いて、６０℃～１５０℃の工程を有し、ダ
ウン並びフェザーへの疎水化製造方法として疎水性向上剤として水溶性または水系のパー
フルオロアルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿
素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用することが好ましい。
【００２７】
　本発明において親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物としては、下記一
般式（１）で表される２，６－ジハロゲノ－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘導体が好
ましく使用される。
【化２】
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【００２８】
　上記式（１）中、Ｘは塩素、フッ素及び臭素からなる群より選ばれるハロゲン基、Ｙは
スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基からなる群より選ばれる少なくとも
１つの基により置換されたアリールアミノ基、アリールオキシ基、アリールメルカプト基
、アルキルアミノ基、アルコキシ基、アルキルチオ基、トリアジニルアミノ基、トリアジ
ニルオキシ基、トリアジニルチオ基、またはトリアジニルアミノスチルベンアミノ基であ
り、前記スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基はその水素原子がアルカリ
金属原子またはアルカリ土類金属原子で置換されてもよい。
【００２９】
　また本発明において用いる多価アミノ化合物は繭、毛羽、生糸から得られる、分子数２
００００以下の低分子水溶性の加水分解シルクを用いる。
【００３０】
　ダウン並び、フェザーを疎水化する際、浴中へ前記一般式（１）で表される親水性置換
基を有するジハロゲノトリアジン系化合物と多価アミノ化合物は酸結合剤を介して電子置
換反応を実施して（－）に帯電し、該構造物へ共有結合、被膜化し、クロルトリアジン環
は（－）に帯電する。
【００３１】
　前記した水系フルオロアルキルアクリレート、水系シリコーンソフナー、水系メラミン
尿素誘導体、水系ウレタンの分子中に、水酸基と、カルボキシル基、スルホン基などの水
溶性置換基を有していることが好ましい。これらの化合物は、ダウン並びフェザーに（－
）に帯電して共有結合して被膜化しているクロルトリアジン環と熱処理において共有結合
、イオン結合して疎水化を付与することができると考えられる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の製造方法によって得られる、ダウン並び、フェザーの疎水化製造方法は、従来
の合成樹脂を用いて、撥水剤を被膜化させる加工法と比較して水系洗濯による撥水の耐久
性の向上、多価アミノ化合物を共有結合させ吸放湿性能の向上及び（－）に帯電させるこ
とによる、該構造物の帯電性（＋）とのイオン性バランスにより静電気発生抑制によるゴ
ミやホコリの付着防止効果などの機能性を付与された、ダウン並びフェザーの該構造物を
提供できる。
【００３３】
　さらに、本発明方法の特徴は、合成樹脂や有機溶剤を使用することなく作業環境も安全
で環境適合性に優れた安価な加工薬剤であること。合成樹脂加工による莫大なエネルギー
を使用することなくシンプルな技術加工方法である。二酸化炭素や窒素酸化物の削減にも
寄与し、熱による作業環境の悪化を防ぐことができる点であり、これらのことから、新規
の設備を設置することなく、ダウン並びフェザーの疎水性に寄与する。
【００３４】
　具体的には一般的な防寒衣類・スキー衣類・カジュアル衣類・トレッキング衣類など、
軽さが求められる用途、枕・布団などの寝具類、ショール・ストールなどの装飾類等に使
用することができるものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下に、本発明について、望ましい実施の形態とともに詳細に説明する。
【００３６】
　本発明はダウン並びフェザーを疎水化する際に親水性の置換基を有するジハロゲノトリ
アジン系化合物及び多価アミノ化合物を共存させ、第１次「浴中吸尽法」を用いて３０℃
～９０℃の昇温熱処理を付与した後第２次の６０～１５０℃の「連続乾熱法」を水溶性ま
たは水系のパーフルオロアルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、
水系メラミン尿素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用して乾熱処
理を実施するものである。
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親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物と多価アミノ化合物は、酸性浴及び
、アルカリ浴で、第１次の熱処理で共有結合を実施して、その電子置換性において、クロ
ルトリアジン環は（－）帯電化を実施して、ダウン並びフェザーへ被膜化する。
第２次の熱処理において水溶性又は水系パーフルオロアルキルアクリレートと助剤として
水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なく
とも一種を併用することによりダウン並びフェザーに被膜化している、（－）に帯電して
いるクロルトリアジン環と共有結合、イオン結合を実施して疎水化に寄与する。
【００３７】
　「浴中吸尽法」を用いてダウン並びフェザーへ疎水化を付与するにあたり反応機構を詳
細に説明する。
【００３８】
　ダウン並びフェザーの疎水化製造方法は、該構造物に混在する、ゴミ・ホコリ・垢、並
び皮脂などの不純物を取り除く工程を実施した後、同浴内において第１次の熱処理として
「浴中吸尽法」を用いる。加工方法は、常圧タイプのワッシャ―加工機を用いる。常温の
水を所定量仕込んだ後、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物と、及び
、多価アミノ酸化合物、酸結合剤を共存させる。
【００３９】
　酸性浴の反応形態を説明する。酢酸などを用いてＰｈ３．５～６．５に調液した後、そ
の後徐々に昇温を開始する。親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン化合物及び、
多価アミノ化合物は、酸性浴では８０℃付近で（－）に帯電した、クロルトリアジン環を
形成することが公知の為、この電子置換性を応用して、多価アミノ化合物とダウン並びフ
ェザーの有するアミノ基（ＮＨ２）．（Ｈ）の部位を共有結合し（－）に帯電したクロル
トリアジン環が該構造物へ被膜化する。多価アミノ化合物のアミノ基は（ＮＨ－）、ダウ
ン並びフェザーの有するアミノ基は（ＮＨ－）となる。
【００４０】
　アルカリ浴の反応形態を説明する。炭酸水素ナトリウム及び炭酸ナトリウムなどを用い
てＰｈ８．０～１１．０に調液する。その後徐々に昇温を開始する。親水性の置換基を有
するジハロゲノトリアジン化合物はアルカリ浴の中ではその電子置換性により３０℃～５
０℃で多価アミノ化合物の（ＮＨ２）の部位がダウン並びフェザーの有するアミノ基は（
ＮＨ２）と第１次の置換反応を引き起こし（－）に帯電したモノクロルトリアジン系化合
物となる。第２次の置換反応は６０℃～７０℃で前記同様の置換反応を引き起こし該構造
物へこの反応工程で更に（－）に帯電してクロルトリアジン環は共有結合を実施して多価
アミノ化合物のアミノ基は（ＮＨ－）、ダウン並びフェザーの有するアミノ基は（ＮＨ－
）となる該構造物へ被膜化する。
【００４１】
　本発明の方法において第２次の「連続乾熱法」としてドライ法を用いる。第１次の熱処
理工程においてダウン並びフェザーに（－）帯電して被膜化しているクロルトリアジン環
に水溶性あるいは水系パーフルオロアクリレート並び助剤として水系シリコーンソフナー
、水系メラミン尿素誘導体、水系ウレタンを少なくとも１種を併用して、「連続乾熱法」
によって加熱．乾燥を実施することによりこれらと共有結合．イオン結合することにより
耐久性のある疎水性を得ることが出来る。更に該構造物は（＋）に帯電していると考えら
れ、被膜化している多価アミに化合物は（－）、クロルトリアジン環は（－）に帯電して
いてイオンのバランスがとれている。又多価アミノ化合物は吸放湿性能に優れていて空気
中の湿度や水分を吸放湿させて摩擦における静電気の発生を抑制する効果を発生させるこ
とが出来るものと考えられる・
【００４２】
　本発明で用いることができる親水性置換基を有するのジハロゲノトリアジン系化合物は
、下記一般式（１）で表される２，６－ジハロゲノ－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘
導体が付与されていることを特徴とする。
【００４３】
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【化３】

【００４４】
　上記式（１）中、Ｘは塩素、フッ素及び臭素からなる群より選ばれるハロゲン基、Ｙは
スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基からなる群より選ばれる少なくとも
１つの基により置換されたアリールアミノ基、アリールオキシ基、アリールメルカプト基
、アルキルアミノ基、アルコキシ基、アルキルチオ基、トリアジニルアミノ基、トリアジ
ニルオキシ基、トリアジニルチオ基、またはトリアジニルアミノスチルベンアミノ基であ
り、前記スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基はその水素原子がアルカリ
金属原子またはアルカリ土類金属原子で置換されてもよい。
【００４５】
　前記一般式（１）で表される繊維材料の改質薬剤をより具体的に説明すると、トリハロ
ゲノ－Ｓ－トリアジン、好ましくは塩化シアヌルを主原料として用い、カルボキシル基、
水酸基、チオール基、アミノ基、スルホン基、スルホン酸基等水溶性あるいは親水性置換
基を有するアニリン類、フェノール類、チオフェノール類、ナフチルアミン類、ナフトー
ル類、アミノ酸類、トリアジン類等の単体あるいは混合物を塩化シアヌル１モルに対して
１モルを酸結合剤を共存させた中性ないし弱アルカリ性で縮合させるか、あるいは塩化シ
アヌルを重炭酸ソーダ、炭酸ソーダ、苛性ソーダ、苛性カリ、水酸化マグネシウム等を用
いてアルカリ性で加水分解させることによって得られる。これらの化合物は純粋である必
要はなく、前記２種以上の混合物と塩化シアヌルを反応させたものであってもよいし、純
粋に作られたものをあとから混合して多成分系として使用することが好ましい場合もある
。
【００４６】
　本発明の加工薬剤ジハロゲノトリアジン類は、ドイツ公開特許第２３５７２５２号公報
、あるいはアメリカ特許第５６０１９７１号明細書等に記載があるように公知の合成法に
準じて合成することができるが、その概要は次の通りである。
【００４７】
　すなわち、例えば、塩化シアヌル１．００モルを５℃以下の氷水の中へ仕込み、次いで
例えばｍ－スルファニル酸１．０２モルと炭酸ソーダ約１モルをよく撹拌しながら徐々に
仕込む。ｍ－スルファニル酸と炭酸ソーダの仕込みはＰＨ＝７±１で約３時間を要して５
～１０℃で仕込み、高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）によって分析し、塩化シア
ヌル　がほぼ消滅すれば、更に１時間保温撹拌して反応を完結させる。この間ＰＨは６～
８に維持し、ＨＰＬＣによって組成を分析し、モノスルフアニル体が９０％以上となれば
反応を終了する。反応後微量の不溶物を濾過して除き、最終的にはＰＨは７に調整する。
このようにして２．６－ジクロル－４－（３－スルフォアニリノ）－Ｓ－トリアジンＮａ
塩水溶液が高収率で得られる。この化合物は冷蔵庫内で５℃以下保管すれば約１ヶ月間は
安定である。
【００４８】
親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物は、具体的には次のような化合物
の単体あるいは混合物を例として挙げることができる。
２，６－ジクロル－４－（３－スルホアリニノ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（４－スルホアリニノ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（３－スルホアリニノ）－Ｓ－トリアジン
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２，６－ジクロル－４－（２，５－ジスルホアリニノ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（３，５－ジスルホアリニノ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（３－カルボキシアリニノ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（４－カルボキシアリニノ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（２－カルボキシアリニノ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（β－カルボキシエチルアミノ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－ウレイド－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－チオウレイド－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（４－カルボキシフェノキシ）－Ｓ－トリアジン
２，６－ジクロル－４－（４－カルボキシフェニルチオ）－Ｓ－トリアジ
２，６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジンＮａ塩
２，６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジンＬｉ塩
２，６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジンＭｇ塩
２，６－ジクロル－４－チオ－Ｓ－トリアジンＮａ塩
【００４９】
　親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン類は、この他にも数多くの有効な化合物
が考えられるのであって、本発明はこれらの具体例に制約されるものではなく、親水性置
換基を有する化合物であることと、活性ハロゲン原子またはそれに類する反応性基を２個
以上有することがポイントである。
【００５０】
　本発明において、親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物のクロルトリア
ジン環を共有結合を実施させるために用いる多価アミノ化合物は繭、毛羽、生糸から得ら
れる分子数２００００以下の低分子、水溶性の加水分解シルクは以下の様にして得られる
。
【００５１】
　水溶性加水分解シルクとなる繭、毛羽、生糸を洗濯槽内へ投入して常温で約１時間洗濯
を実施して不純物を除去する。洗浄した原料を遠心の脱水機を用いて充分脱水する。
水溶液中に原料を投入して重炭酸ソーダ－を用いて１００℃まで昇温煮沸し、その時間を
１２０分持続し、再度遠心脱水機を用いてセリシンとフィビィロインに分離する。セリシ
ンを有している水溶液は酵素分解槽内へ投入、アルカラーゼ、セルラーゼ等の酵素を用い
て約６０℃までの温度で３００分間精練を実施する、分離されたフィビィロインも同様の
精練を実施するセリシンを有している水溶液を真空濃縮機に投入してリンゴ酸、クエン酸
等を用いて濃縮工程を数回繰り返してゼムライト等を使用して濾過をしてその後３００℃
まで昇温したスプレードライ機内で噴射して、パウダー化を行う。遠心脱水機並び濾過し
て残留したフィビィロインは酵素精練並び高アルカリ下において再三、再四フィビィロイ
ンを分解して同様に濃縮工程をセリシン水溶液と同様のスプレードライを実施する。
【００５２】
　この様にして得られた加水分解シルクの分子量を京都府．織物機械金属振興センターに
て評価の結果、低分子の加水分解シルク（セリシンパウダー）は分子量、１００００、加
水分解シルク（シルクパウダー）は分子量、１０００という結果となり水溶性の加水分解
シルクを得た。これらの多価アミノ化合物は親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン
系化合物と加工浴内において酸結合剤を用いることにより共有結合を実施（－）に帯電し
たクロルトリアジン環を形成させることに寄与し帯電防止機能を付与、静電気の発生を抑
制しダウン並びフェザーの疎水化に寄与する。
【００５３】
　本発明でいうフルオロアルキルアクリレートとしては、ポリフルオロアルキル基（以下
、Ｒｆ基と記す）を有する（メタ）アクリル酸エステルの重合単位を含むものである。こ
こで、（メタ）アクリル酸エステルとは、アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステ
ルから選ばれた少なくとも１種をいう。「（メタ）アクリルアミド」等の表記についても
同様である。Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルとは、Ｒｆ基が（メタ）アクリ
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ル酸エステルのアルコール残基部分に存在する化合物をいう。
【００５４】
　　Ｒｆ基は、アルキル基の水素原子の２個以上がフッ素原子に置換された基である。Ｒ
ｆ基の炭素数は２～２０が好ましく、特に６～１６が好ましい。またＲｆ基は直鎖構造ま
たは分岐構造であり、直鎖構造が好ましい。分岐構造である場合には、分岐部分がＲｆ基
の末端部分に存在し、かつ炭素数が１～４程度の短鎖であるのが好ましい。Ｒｆ基は、フ
ッ素原子以外のハロゲン原子を含んでいてもよい。フッ素原子以外のハロゲン原子として
は塩素原子が好ましい。
【００５５】
　　Ｒｆ基の末端部分の構造としては、－ＣＦ２ＣＦ３、－ＣＦ（ＣＦ３）２、－ＣＦ２

Ｈ、－ＣＦＨ２、－ＣＦ２Ｃｌ等が挙げられ、－ＣＦ２ＣＦ３が好ましい。また、Ｒｆ基
中の炭素－炭素結合間には、エーテル性酸素原子またはチオエーテル性硫黄原子が挿入さ
れていてもよい。
【００５６】
　Ｒｆ基中のフッ素原子数は、［（Ｒｆ基中のフッ素原子数）／（Ｒｆ基と同一炭素数の
対応するアルキル基中に含まれる水素原子数）］×１００（％）で表現した場合、６０％
以上が好ましく、特に８０％以上が好ましい。さらにＲｆ基は、アルキル基の水素原子の
全てがフッ素原子に置換された基、すなわち、パーフルオロアルキル基（以下、ＲＦ基と
記す。）、またはＲＦ基を末端部分に有する基が好ましい。
【００５７】
　ＲＦ基の炭素数は２～２０が好ましく、特に６～１６が好ましい。炭素数が２未満の場
合には撥水性が低下する傾向にある。炭素数が２０超の場合には共重合体が常温で固体と
なり、昇華性も大きくなり、取扱いが困難になる傾向がある。
Ｒｆ基の具体例を以下に挙げる。なお、以下の例においては、同一分子式を有する構造の
異なる基である構造異性の基を含む。
【００５８】
　Ｃ４Ｆ９－（Ｆ（ＣＦ２）４－、（ＣＦ３）２ＣＦＣＦ２－、（ＣＦ３）３Ｃ－等）、
Ｃ５Ｆ１１－（Ｆ（ＣＦ２）５－、（ＣＦ３）３ＣＣＦ２－等）、Ｃ６Ｆ１３－（Ｆ（Ｃ
Ｆ２）６－等）、Ｃ７Ｆ１５－、Ｃ８Ｈ１７－、Ｃ９Ｆ１９－、Ｃ１０Ｆ２１－、Ｃｌ（
ＣＦ２）ｓ－（ｓは２～１６の整数）、Ｈ（ＣＦ２）ｔ－（ｔは１～１６の整数）、（Ｃ
Ｆ３）２ＣＦ（ＣＦ２）ｙ－（ｙは１～１４の整数）等。
【００５９】
　Ｒｆ基が、炭素－炭素結合間にエーテル性酸素原子、またはチオエーテル性硫黄原子が
挿入された基である場合の具体例を、以下に挙げる。
【００６０】
　Ｆ（ＣＦ２）５ＯＣＦ（ＣＦ３）－、Ｆ（ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ）ｒＣＦ（ＣＦ３）
ＣＦ２ＣＦ２－、Ｆ（ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ）ｚＣＦ（ＣＦ３）－、Ｆ（ＣＦ（ＣＦ３

）ＣＦ２Ｏ）ｕＣＦ２ＣＦ２－、Ｆ（ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｖＣＦ２ＣＦ２－、Ｆ（Ｃ
Ｆ２ＣＦ２Ｏ）ｗＣＦ２ＣＦ２－（ｒは１～６の整数、ｚは１～５の整数、ｕは２～６の
整数、ｖは１～６の整数、ｗは１～９の整数）等。
【００６１】
　Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルとしては、下記式（２）で表される化合物
が好ましい。ただし、式１においてＲｆはＲｆ基、Ｑは２価の有機基、Ｒ１は水素原子ま
たはメチル基を示す。
　Ｒｆ－Ｑ－ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２・・・式（２）
【００６２】
　式（２）におけるＲｆ基としては、エーテル性酸素原子またはチオエーテル性硫黄原子
を含まないＲｆ基が好ましく、特にＲＦ基が好ましい。とりわけ－（ＣＦ２）Ｆ（ただし
、ｎは２～２０の整数。）で表される基が好ましく、ｎが５～１７の整数である基が好ま
しく、特にｎが７～１３の整数である基が好ましい。
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式（２）におけるＱとしては、－（ＣＨ２）ｐ＋ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＣＯＮＨ（ＣＨ２

）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＯＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＳＯ２ＮＲ２（ＣＨ

２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＮＨＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＣＨ（ＯＨ）－
（ＣＨ２）ｑ－等が好ましい。ただし、Ｒ２は水素原子またはアルキル基を示す。また、
ｐおよびｑは０以上の整数を示し、ｐ＋ｑは１～２２の整数である。これらのうち、－（
ＣＨ２）ｐ＋ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＳＯ２ＮＲ
２（ＣＨ２）ｑ－であり、かつ、ｑが２以上の整数であってかつｐ＋ｑが２～６である場
合が好ましい。特に、ｐ＋ｑが２～６である場合の－（ＣＨ２）ｐ＋ｑ－、すなわち、ジ
メチレン基～ヘキサメチレン基が好ましい。Ｑと結合するＲｆの炭素原子には、フッ素原
子が結合しているのが好ましい。
【００６３】
　Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルの具体例としては、下記の化合物が挙げら
れる。ただし、Ｒ１は水素原子またはメチル基を示す。
【００６４】
　Ｆ（ＣＦ２）５ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２）６ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ
１＝ＣＨ２、Ｈ（ＣＦ２）６ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｈ（ＣＦ２）８ＣＨ２ＯＣＯ
ＣＲ１＝ＣＨ２、Ｈ（ＣＦ２）１０ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｈ（ＣＦ２）８ＣＨ２

ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２）８ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２

、Ｆ（ＣＦ２）１０ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２）１２ＣＨ２ＣＨ２

ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）４ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ

２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）６ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２Ｃ
Ｆ（ＣＦ２）８ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２）８ＳＯ２Ｎ（Ｃ３Ｈ７

）ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２）８（ＣＨ２）４ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ

２、Ｆ（ＣＦ２）８ＳＯ２Ｎ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２

）８ＳＯ２Ｎ（Ｃ２Ｈ５）ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２）８ＣＯＮＨ
ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）５（ＣＨ２）３ＯＣＯ
ＣＲ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）５ＣＨ２ＣＨ（ＯＣＯＣＨ３）－－ＯＣＯ
ＣＲ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）５ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－－ＯＣＯＣ
Ｒ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）７ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２－－ＯＣＯＣＲ
１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２）９ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（ＣＦ２）９ＣＯＮ
ＨＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２。
【００６５】
　本発明でいうフルオロアルキルアクリレートは、Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エ
ステルを２種以上含んでもよい。Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルを２種以上
含む場合には、炭素数の異なるＲｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルであることが
好ましい。また、本発明でいうフルオロアルキルアクリレートは、Ｒｆ基を有する（メタ
）アクリル酸エステルの重合単位以外の重合単位を含んでもよい。他の重合単位としては
、エチレン、プロピレン、ブタジエン、イソプレン、塩化ビニル、フッ化ビニル、塩化ビ
ニリデン、フッ化ビニリデン、クロロプレン等のオレフィン類、スチレン、α－メチルス
チレン、４－メチルスチレン等のスチレン類、ジアセトン（メタ）アクリルアミド、Ｎ，
Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド等の（メ
タ）アクリルアミド類、エチルビニルエーテル、シクロヘキシルビニルエーテル、ハロゲ
ン化アルキルビニルエーテル等のビニルエーテル類、アリルグリシジルエーテル等のアリ
ルエーテル類、酢酸ビニル等のカルボン酸ビニル類、酢酸アリル等のカルボン酸アリル類
、エチルビニルケトン等のビニルアルキルケトン類。
【００６６】
　メチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）
アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、セチル（メタ）アクリレート
、オクタデシル（メタ）アクリレート等の炭素数１～２６の直鎖または分岐のアルキル基
を有するアルキル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、ベンジル（
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メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３
－クロロプロピル（メタ）アクリレート、ポリオキシアルキレンモノ（メタ）アクリレー
トモノメチルエーテル、ポリオキシアルキレンジ（メタ）アクリレート、２－（ジメチル
アミノ）エチル（メタ）アクリレート、ポリジメチルシロキサン基を有する（メタ）アク
リレート、ブロックされたイソシアネート基を有する（メタ）アクリレート、第４アンモ
ニウム塩の基を有する（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリレート類。
【００６７】
　トリアリルシアヌレート、Ｎ－ビニルカルバゾール、マレイミド、Ｎ－アルキルマレイ
ミド、無水マレイン酸、マレイン酸モノアルキルエステル、マレイン酸ジアルキルエステ
ル等。
【００６８】
　本発明において、フルオロアルキルアクリレートを使用する場合は、下記の化合物すな
わち、ブロックされたイソシアネート基を１個以上有し、かつ重合性炭素－炭素不飽和結
合を有しない化合物であり、イソシアネート基をブロック化剤でブロックした構造の化合
物、を併用することが好ましい。そして、ポリイソシアネートと分子内に活性水素原子を
２個以上有する化合物とを反応させた化合物のイソシアネート基をブロック化剤でブロッ
クした構造が好ましい。
【００６９】
　ポリイソシアネートとしては、以下のポリイソシアネートが好ましく挙げられる。
４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、２，４’－ジフェニルメタンジイソシア
ネート、トリレンジイソシアネート等の芳香族イソシアネート類、トリメチレンジイソシ
アネート、テトラメチレンジイソシアネート、ペンタメチレンジイソシアネート、ヘキサ
メチレンジイソシアネート、１，２－プロパンジイソシアネ－ト、１，２－ブタンジイソ
シアネート、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート
、４，４’－ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート、シクロヘキシレンジイソシアネ
ート等の脂肪族イソシアネート類または脂環族イソシアネート類、およびそれらのイソシ
アヌレート変性体、プレポリマー変性体、ビュレット変性体、アロファネート変性体等。
【００７０】
　イソシアネート基のブロック化剤としては、アルキルケトオキシム類、フェノール類、
アルコール類、β－ジケトン類、ラクタム類が好ましい。特にメチルエチルケトオキシム
、ε－カプロラクタム、フェノール、クレゾール、アセチルアセトン、マロン酸ジエチル
、イソプロピルアルコール、ｔ－ブチルアルコール、マレイン酸イミド等が好ましい。と
りわけ、メチルエチルケトオキシム等のジアルキルケトオキシム類、ε－カプロラクタム
等のラクタム類の解離温度１２０～１８０℃の化合物が好ましい。
【００７１】
　上記ブロックされたイソシアネートとしては、メイカネートＭＦ、ＢＰ－１１、ＮＢＰ
－７５、ＮＢＰ－２３１（以上、明成化学工業社製）、ＷＢ－７３０、ＷＢ－９２０、Ｘ
ＷＢ－７２－Ｚ５６（以上、武田薬品工業社製）、ＢＩ－８（日本ポリウレタン社製）等
の市販の化合物を用いてもよい。
【００７２】
　これらの化合物は、ダウン並びフェザーに（－）に帯電して被膜化しているクロルトリ
アジン環に共有結合やイオン結合することにより該構造物に耐久性のある疎水性．ホコリ
．ゴミの付着しにくい静電気の発生を抑制した帯電防止機能を付与することができる。
【００７３】
　これら親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物、多価アミノ化合物及び水
溶性または水系パーフルオロアルキルアクリレートと助剤として水系シリコーンソフナー
、水系メラミン尿素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも１種を併用する前記
薬剤はダウン並びフェザーの疎水化及び帯電防止機能を付与することを可能ならしめる。
概要はダウン並びフェザーを疎水化する際、第１次の熱処理において親水性の置換基を有
するジハロゲノトリアジン系化合物が酸結合剤の存在の下で多価アミノ化合物及びダウン
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並びフェザーの有する（Ｈ）部位と電子置換を実施して共有結合を実施し（－）に帯電し
たクロルトリアジン環として該構造物に被膜化を実施する。該構造物の帯電は（＋）であ
ると推定され、クロルトリアジン環は（－）帯電しているため帯電のバランスが実施され
帯電防止機能に寄与する。第２次熱処理において水溶性又は水系パーフルオロアルキルア
クリレートと助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導体から選ばれた
少なくとも１種を併用し該構造物に（－）に帯電して被膜化しているクロルトリアジン環
に立体的な、あるいは網目的な共有結合、イオン結合を実施することにより耐久性のある
疎水化、静電気の発生を抑制する帯電防止機能を付与することができる。従来技術の合成
樹脂を用いて撥水剤を固着付与して被膜化させる技術は高温を必要として該構造物のポリ
ペプチド鎖を崩壊させ熱塑性化．粗硬化をもたらしたり、湿気及び水分の吸放湿性を阻害
して静電気の発生を促進するが、今発明のダウン並びフェザーの疎水化製造方法は該構造
物及び多価アミノ化合物の（Ｈ）部位との共有結合、更にクロルトリアジン環との共有結
合．イオン結合を用いるシンプルな疎水化製造方法である。
【００７４】
　さらに本発明の特徴はホルマリン等の有害な薬剤を使用することなく安全で環境適合性
に優れた安価な加工薬剤であること、樹脂加工による莫大なエネルギーを使用して、該構
造物に疎水性を付与することなく二酸化炭素や窒素酸化物の削減にも寄与し熱による作業
環境の悪化を防ぐとともに有害な薬剤や樹脂の使用に起因する安全性の問題や製造過程で
発生する排水（生物化学的酸素要求量・Ｂ．Ｏ．Ｄ）負荷の軽減を図ることが出来る。
【００７５】
　本発明において、上記薬剤を用いてダウン並びフェザーの疎水化を達成させる酸性浴の
加工条件の概要を説明する。第１次の熱処理はワッシャー加工機を用いて３０℃～９０℃
の昇温熱処理する「浴中吸尽法」を用いる。ダウン並びフェザーの総重量に対し浴比１：
６０以下になるよう加工機内の水量を調整し、親水性の置換基を有するジハロゲノトリア
ジン系化合物を薬剤の純度１００％換算で０．１％～１０％（ｏ．ｍ．ｆ）及び多価アミ
ノ化合物０．０１％～１０％（ｏ．ｍ．ｆ）仕込む。酢酸．氷酢酸．リンゴ酸．クエン酸
などを用いて０．１～１０％（ｏ．ｗ．ｓ）添加してＰｈ３．５～６．５に調液する。調
液が終了すれば０．１℃～２℃／分以下で３０℃～９０℃まで昇温熱処理を実施する。８
０℃～９０℃までの熱処理を３０分間～６０分間実施して、クールダウン．湯洗い．水洗
を実施する。
【００７６】
　該構造物のアルカリ浴の加工条件の概要を説明する。第１次の熱処理はワッシャ－加工
機を用いて３０℃～９０℃の昇温熱処理する「浴中吸尽法」を用いる。ダウン並びフェザ
ーの総重量に対し浴比１：６０以下になるように加工機内の水量を調整し親水性の置換基
を有するジハロゲノトリアジン系化合物を薬剤の純度１００％換算で０．１％～１０％（
ｏ．ｍ．ｆ）及び多価アミノ化合物０．０１％～１０％（ｏ．ｍ．ｆ）仕込む。炭酸水素
ナトリウム．炭酸ナトリウムなどを用いて０．１％～１０％（ｏ．ｗ．ｓ）添加してＰｈ
８．０～１１．０に調液する。調液が終了すれば、０．１℃～２０℃／分で２０分間以上
かけて６０℃まで昇温熱処理を実施する。
６０℃～９０℃までの熱処理を２０分間～６０分間実施してクールダウン．湯洗い．酸中
和．水洗いを実施する。
【００７７】
　ダウン並びフェザーの疎水化を達成させるため第２次の乾熱処理は「連続乾熱法」を用
いて温風ドライヤー乾燥機で乾燥工程を実施する。加工方法の概要を説明する。前記加工
条件で第１次の熱処理を実施したワッシャー加工機内へ、水溶性または水系パーフルオロ
アルキルアクリレートと助剤として水系シリコーンソフナー．水系メラミン尿素誘導体及
び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用し目的の疎水化を得るため該構造物０
．０１％～１０％（ｏ．ｍ．ｆ）仕込んで調液する。該構造物へ前記薬剤が均一に含浸す
るように約１０分間～２０分間加工機内で混合する。その後、絞り率４０％～２００％で
脱水した後、温風ドライヤー乾燥機内に送り込む。設定温度を６０℃～１５０℃と設定し
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て（好ましくは１００℃）約３分間～６０分間の乾熱処理を実施して、実質的に乾燥する
まで熱処理を実施する。その後クールダウンをして該構造物の疎水化製造方法を完了する
。
【００７８】
　また本発明においては第１次の「浴中吸尽法」を用いる昇温熱処理の工程、第２次の「
連続乾熱法」の処理工程の順序での製造．処理工程が含まれていれば良い。
【００７９】
　以下、実施例によって本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に制約され
るものではない。
【００８０】
実施例１
　ワッシャ－加工機内に水２１６ｋｇ、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系
化合物、２．６－ジクロル－４－（３－スルフォアリニノ）－Ｓ－トリアジン１０％水溶
液３．８ｋｇ、酢酸４０ｃｃ、加水分解シルク３６０ｇ、ダウン１８ｋｇを投入して、常
温で５分間循環．混合した。その後、１．５℃／分で約２５分間かけて８０℃までの昇温
稼動を実施した後８０℃の加工浴の温度で３０分間持続稼動を実施．排水した。その後、
水洗．排水を２回繰り返し、同加工機内で脱水をした。その後加工機内へ水溶性パ－フル
オロアルキレ－ト７ｋｇ、ブロックイソシアネ－ト５００ｇを投入して、水との総重量２
００リットルとして調液後１０分間常温にて循環稼動した後排水して絞り率８０％として
脱水後１００℃の乾熱温度の温風ドライヤー乾燥機内へ該構造物を送り込み約１２分間の
乾燥を実施した。このようにして得られた該構造物の疎水化が実施されている写真を表１
に示す。
【００８１】
比較例１
　実施例１で使用したものと同じダウンを２．６－ジクロル－４－（３－スルフォアニリ
ノ）－Ｓ－トリアジン１０％水溶液３．８ｋｇ酢酸４０ｃｃ、加水分解シルク３６０ｋｇ
のみを用いて実施例１と同様の熱処理を実施した写真を表１に示す。
【００８２】
実施例２
　ワッシャ－加工機内へ水２１６ｋｇ、親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化
合物、２．６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジンＮａ塩１０％水溶液３．８ｋｇ、
炭酸水素ナトリウム５２８ｇ、加水分解シルク３６０ｇ、ダウン１８ｋｇを投入して常温
で５分間循環混合した。その後１．５℃／分で約１５分間かけて６０℃までの昇温稼動を
実施した後、６０℃の加工浴の温度３０分間継続稼動を実施．排水した。その後、水洗い
．排水を２回繰り返した後、酢酸を２０ｃｃ投入して４０℃まで加工内の水温を上昇させ
、その温度で１０分間継続稼動を実施した後、排水し水洗いを実施した。その後、実施例
１と同様の加工を実施した。この様にして得られた該構造物の疎水化が実施されている写
真を表２に示す。
【００８３】
比較例２
　実施例２で使用したものと同じダウンを２．６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジ
ンＮａ塩１０％水溶液３．８ｋｇ炭酸水素ナトリウム５２８ｋｇ加水分解シルク３６０ｇ
、ダウン１８ｋｇのみを用いて実施例１と同様の熱処理を実施した写真を表２に示す。
【００８４】
実施例３
　　ワッシャ－加工機内に水２１６ｋｇ、親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系
化合物、２．６－ジクロル－４－（３－ジスルフォアニリノ）－Ｓ－トリアジン１０％水
溶液３．８ｋｇ、炭酸ナトリウム５２ｇ、加水分解シルク３６０ｇ、フェザー１８ｋｇを
投入した。後の工程は実施例１と同様の加工を実施した。この様にして得られた該構造物
の疎水化が実施されている写真を表３に示す。
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【００８５】
比較例３
　実施例３で使用したものと同じフェザーを２．６－ジクロル－４－（３－ジスルフォア
ニリノ）－Ｓ－トリアジン１０％水溶液３．８ｋｇ、炭酸ナトリウム５２ｇ、加水分解シ
ルク３６０ｇ、フェザー１８ｋｇのみを用いて実施例１と同様の熱処理を実施した写真を
表３に示す。
【００８６】
【表１】
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【００８７】
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【表２】
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【００８８】

【表３】



(19) JP 2010-13784 A 2010.1.21

10

20

30

40

50

【００８９】
　表１に示した実施例１と比較例１から解るように、本発明ではダウンへの疎水化が達成
されている良好な結果が得られた。
【００９０】
　表２に示した実施例２と比較例２から解るように本発明ではダウンへの疎水化が達成さ
れている良好な結果が得られた。
【００９１】
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　表３に示した実施例３と比較例３から解るように本発明ではダウンへの疎水化が達成さ
れている良好な結果が得られた。
【手続補正書】
【提出日】平成20年9月26日(2008.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウン並びフェザーの一方または双方からなる繊維構造物（被処理物）を水溶液中で疎
水化する際、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物及び多価アミノ化合
物を共存させて、前記ダウン並びフェザーに疎水性を付与させることを特徴するダウン並
びフェザーの疎水化処理方法。
【請求項２】
　前記ジハロゲノトリアジン系化合物が、下記一般式（１）で表される２，６－ジハロゲ
ノ－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘導体の群から選択されるものであることを特徴と
する請求項１記載のダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
【化１】

　上記式（１）中、Ｘは塩素、フッ素及び臭素からなる群より選ばれるハロゲン基、Ｙは
スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基からなる群より選ばれる少なくとも
１つの基により置換されたアリールアミノ基、アリールオキシ基、アリールメルカプト基
、アルキルアミノ基、アルコキシ基、アルキルチオ基、トリアジニルアミノ基、トリアジ
ニルオキシ基、トリアジニルチオ基、またはトリアジニルアミノスチルベンアミノ基であ
る、又は、前記スルホン基、カルボキシル基、水酸基、及びチオール基はその水素原子が
アルカリ金属原子またはアルカリ土類金属原子で置換されている。
【請求項３】
　前記水溶液の中に親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物及び多価アミ
ノ化合物を共存させ「浴中吸尽法」を用いて前記繊維構造物を３０℃～９０℃で昇温熱処
理する、第１次の昇温熱処理と、
　その後の、該繊維構造物を疎水化させるにあたり水溶性または水分散性のパーフルオロ
アルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導体
及びウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用して含浸後、「連続乾熱法」を用いて６
０℃～１５０℃で行なう第２次の乾熱処理とを含むことを特徴とする請求項１又は２記載
のダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
【請求項４】
　前記「浴中吸尽法」を用いて行なう第１次の昇温熱処理を、浴比が１：６０以下の水溶
液に、前記ジハロゲノトリアジン系化合物を純度１００％前記構造物重量比０．１％～１
０％、多価アミノ化合物を前記繊維構造物重量比０．０１％～１０％共存させて行なうこ
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とを特徴とする請求項３記載のダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
【請求項５】
　前記「連続乾熱法」を用いて行う第２次の乾熱処理を、水溶性または水分散性のパーフ
ルオロアルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素
誘導体及びウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用して前記繊維構造物重量比０．１
％～１０％含浸後行なうことを特徴とする請求項３記載のダウン並びフェザーの疎水化処
理方法。
【請求項６】
　前記水溶液に、酢酸、リンゴ酸、氷酢酸及びクエン酸から選ばれた少なくとも１種を添
加してｐＨ３．５～６．５に調液することを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の
ダウン並びフェザー疎水化処理方法。
【請求項７】
　前記水溶液に、炭酸水素ナトリウム及び炭酸ナトリウムから選ばれた少なくとも１種を
添加して、ｐＨ８．０～１１．０に調液することを特徴とする請求項１～５のいずれかに
記載のダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の方法で処理したダウン並びフェザーを用いてなること
を特徴とする枕・布団等の寝具類。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれかに記載の方法で処理したダウン並びフェザーを用いてなること
を特徴とする、ジャケット・コート等のアウター衣料類。
【請求項１０】
　請求項１～７のいずれかに記載の方法で処理したダウン並びフェザーを用いてなること
を特徴とする、ショール・ストール・マフラー等の装飾類。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ダウン並びフェザーを疎水化する際に親水性置換基を有するジハロゲノトリ
アジン系化合物と多価アミノ化合物を共存させ「浴中吸尽法」を用いて第１次の３０℃～
９０℃までの昇温熱処理を付した後、第２次の６０℃～１５０℃の乾熱処理を付す「連続
乾熱法」を含む工程を有し該構造物へ帯電防止機能及び耐久性のある疎水性を付与向上さ
せるものである。より具体的には本発明は、ダウン並びフェザーを疎水化させるにあたり
、一般式（１）で表される２，６－ジハロゲノ－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘導体
及び水溶性の多価アミノ化合物を共存させ「浴中吸尽法」を用いて第１次の３０℃～９０
℃までの昇温熱処理を付与した後、疎水化を得る向上剤として水溶性または水分散性（以
下、水系と記す）パーフルオロアルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフ
ナー、水系メラミン尿素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用し第
２次の６０℃～１５０℃の乾熱処理を付す「連続乾熱法」を含む工程を有し該構造物へ帯
電防止機能及び耐久性のある疎水性を付与向上させダウン並びフェザーの機能性を向上さ
せ用途を拡大する疎水化処理方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　水鳥の副産物である、ダウン並びフェザーは保温.保湿性及び吸放湿性に優れた構造物
で衣料及び寝具等に使用されている。
【０００３】
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　更にウール及びシルクなどの動物繊維と同様、該構造物内に多くの親水性のアミノ基を
有して公定水分率（平衡水分率）が高い事が知られている。
【０００４】
　しかし、該構造物は親水性のアミノ基を有しているがゆえに結露状態での使用によって
空気中の水分（湿気）を吸収する事や、水系洗濯による水分の保持により本来の保温.保
湿性及び吸放湿性を失う事となる。
【０００５】
　この事は、ダウン並びフェザーの形状. 形態及び組成によるものである事が知られてい
る。
【０００６】
　該構造物は、乾燥時には拡がって表面積が大きく、保温.保湿及び吸放湿性能の機能性
を備えるが、湿気や水分を保持すると収縮してしまい、これらの機能性を失う。
【０００７】
　更に該構造物が湿気及び水分を保持すると収縮する事により、形状及び形態により、衣
料および寝具などの製品内の限られた空間では、形状回復を行いながらの乾燥が困難にな
る。
【０００８】
　その原因は、該構造物は乾燥する工程において、乾燥機内に飛散、拡散させながら大き
な体積を使って乾燥を行なう。しかし、衣料や寝具等の製品となった時点で飛散を防止す
るため高密度の織物内にパック状に圧縮された状態で乾燥されてしまい、形状回復が難し
くなる。また、タンブル乾燥機などで動かしながら乾燥しても、外側の乾いたところから
形状回復し、断熱作用が高まり、乾熱が中心まで付与できなく、長時間の熱工程を有する
事になる。
【０００９】
　この様な理由によりダウン並びフェザーの特性を失わないための疎水化が事業者・使用
者側から強く要求された。
【００１０】
　該構造物の疎水化の要求に対して開発された、シリコーン系やフッ素系撥水剤を付与し
、合成樹脂で被膜化された該構造物が提案されている。
【００１１】
　しかし、これらの疎水化技術について事業者・使用者からは充分に満足したとの評価は
得られていない。
【００１２】
　その原因としては、前記のとおりダウン並びフェザーの形状.形態及び組成の特性によ
る。
【００１３】
　該構造物に疎水性機能を付与するためにはシリコーン系やフッ素系の撥水剤を合成樹脂
を用いた複合.合成のコンプレックス技術と高温条件下での加工工程を必要とする。
【００１４】
　これらの技術の概要を説明すると、撥水剤と合成樹脂を併用してダウン並びフェザーへ
含浸させる。その後所定量に絞って高温乾燥を実施してその後、更なる高温条件下で、キ
ュア工程（熱固着工程）を実施、その目的を達成させる。　
【００１５】
　しかし、これらの加工を実施し疎水化を実現させても事業者・使用者からは充分に満足
したとの評価は得られない。その原因は以下の様に考えられる。
【００１６】
　撥水剤と合成樹脂を併用する、このコンプレックス技術は乾燥した後キュア工程を有し
、乾熱温度１７０℃～１９０℃の高温条件が必要不可欠であり、この工程を有する事によ
って疎水化を達成することができる。しかし、この様な高温条件下ではダウン並びフェザ
ーのアミノ基を有するポリぺプチド鎖が破壊されてしまい、熱塑性化及び粗硬化の要因と
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なる。たとえ疎水化が達成されても該構造物には合成樹脂が固着・被膜化しているのみで
あり、水系洗濯で簡単に脱落してしまう。更に該構造物は平衡水分率が高く帯電防止機能
を持っているにもかかわらず、撥水剤の被膜化は湿気や水分の浸入を防ぐため、静電気を
発生させる事によりゴミやホコリが付着する要因となる。これらの技術は温度や再現性が
難しく、加工失敗すると復元できないなど、有害な薬害や合成樹脂の使用に起因する安全
性にも問題がある。
【００１７】
　また、本発明において後で説明するように親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン
系化合物を用いて天然繊維や再生繊維を処理することについて、有機天然繊維製品の改質
加工技術として羊毛、絹、皮革、木綿、麻、再生繊維等の有機天然繊維材料に親水性置換
基を有するジハロゲノトリアジン化合物を用いて２段階の熱処理加工を施して、それによ
り疎水性を付与する加工手法が提案されている。
【００１８】
　しかし、この特許文献の特許請求の項にダウン並びフェザーの記載は無くその要因は前
記の繊維構造物の特性によるものと考えられる。
【特許文献１】特願２００６－２７５７９５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　すなわち、本発明の目的（課題）はダウン並びフェザーへの疎水性を付与し、ゴミやホ
コリが付着することを防ぐ帯電防止機能を付与することにより該構造物の更なる機能性を
高め、広い市場、使用者の要望を解決し、その目的に沿ったダウン並びフェザーの疎水化
処理方法を提供せんとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記課題を解決するために、本発明に係るダウン並びフェザーの耐久性のある疎水化処
理方法は親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物及び多価アミノ化合物を共
存させ「浴中吸尽法」を用いる。
【００２１】
　「浴中吸尽法」は、昇温熱処理を用いて浴液温度３０℃～９０℃まで２０分間～３０分
間かけて徐々に昇温し６０℃～９０℃を１５分～４０分処理するという意味である。急激
かつ不均一に昇温すると親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物が加水分解
や凝集を引き起こしダウン並びフェザーへの不均一な被膜となる。上記昇温速度は２℃／
分以下であることが好ましい。
【００２２】
　また、本発明においては、多価アミノ化合物として分子量２００００以下の水溶性の加
水分解シルクを用いる。
【００２３】
　更に本発明方法において第１次の熱処理時間３０℃～９０℃においてはダウン並びフェ
ザーの疎水化処理方法として親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物及び多
価アミノ化合物を共存させ、「浴中吸尽法」を用いる。
【００２４】
　第１次の反応を均一にする目的において以下の条件を用いる。酸性側の反応条件は、酢
酸、リンゴ酸、及びクエン酸から選ばれた少なくとも１種を添加してｐＨを3.5～6.5の範
囲に調液する事が望ましい。
【００２５】
　同様にアルカリ側の反応条件は、炭酸水素ナトリウム及び炭酸ナトリウムから選ばれた
少なくとも１種を添加して、ｐＨを8.0～11.0の範囲に調液する事が望ましい。
【００２６】
　第二次の熱処理として「連続乾熱法」を用いて、60℃～150℃の工程を有し、ダウン並
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びフェザーへの疎水化処理方法として疎水性向上剤として水溶性または水系のパーフルオ
ロアルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導
体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用することが好ましい。
【００２７】
　本発明において親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物としては、下記一
般式(１)で表される２，６－ジハロゲノ－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘導体が好ま
しく使用される。
【化２】

【００２８】
　上記式（１）中、Ｘは塩素、フッ素及び臭素からなる群より選ばれるハロゲン基、Ｙは
スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基からなる群より選ばれる少なくとも
１つの基により置換されたアリールアミノ基、アリールオキシ基、アリールメルカプト基
、アルキルアミノ基、アルコキシ基、アルキルチオ基、トリアジニルアミノ基、トリアジ
ニルオキシ基、トリアジニルチオ基、またはトリアジニルアミノスチルベンアミノ基であ
り、前記スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基はその水素原子がアルカリ
金属原子またはアルカリ土類金属原子で置換されてもよい。
【００２９】
　また本発明において用いる多価アミノ化合物は繭、毛羽、生糸から得られる、分子量２
００００以下の低分子水溶性の加水分解シルクを用いる。
【００３０】
　ダウン並び、フェザーを疎水化する際、浴中で前記一般式（１）で表される親水性置換
基を有するジハロゲノトリアジン系化合物と多価アミノ化合物は酸結合剤を介して電子置
換反応を実施して（－）に帯電し、該構造物へ共有結合、被膜化し、クロルトリアジン環
は（－）に帯電する。
【００３１】
　前記した水系フルオロアルキルアクリレート、水系シリコーンソフナー、水系メラミン
尿素誘導体、水系ウレタンの分子中に、水酸基と、カルボキシル基、スルホン基などの水
溶性置換基を有していることが好ましい。これらの化合物は、ダウン並びフェザーに（－
）に帯電して共有結合して被膜化しているクロルトリアジン環と熱処理において共有結合
、イオン結合して疎水化を付与することができると考えられる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の処理方法によって得られる、ダウン並び、フェザーの疎水化処理方法は、従来
の合成樹脂を用いて、撥水剤を被膜化させる加工法と比較して水系洗濯による撥水の耐久
性の向上、多価アミノ化合物を共有結合させ吸放湿性能の向上及び（－）に帯電させるこ
とによる、該構造物の帯電性（＋）とのイオン性バランスにより静電気発生抑制によるゴ
ミやホコリの付着防止効果などの機能性を付与された、ダウン並びフェザーの該構造物を
提供できる。
【００３３】
　さらに、本発明方法の特徴は、合成樹脂や有機溶剤を使用することなく作業環境も安全
で環境適合性に優れた安価な加工薬剤を使用して、合成樹脂加工による莫大なエネルギー
を使用することなくシンプルなことにある。また、二酸化炭素や窒素酸化物の削減にも寄
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与し、熱による作業環境の悪化を防ぐことができる。これらのことから、新規な設備を設
置することなく、ダウン並びフェザーの疎水化処理が可能となる。
【００３４】
　具体的には一般的な防寒衣類・スキー衣類・カジュアル衣類・トレッキング衣類など、
軽さが求められる用途、枕・布団などの寝具類、ショール・ストールなどの装飾類等に使
用することができるものとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　以下に、本発明について、望ましい実施の形態とともに詳細に説明する。
【００３６】
　本発明はダウン並びフェザーを疎水化する際に親水性の置換基を有するジハロゲノトリ
アジン系化合物及び多価アミノ化合物を共存させ、第１次「浴中吸尽法」を用いて３０℃
～９０℃の昇温熱処理を付与した後第２次の６０～１５０℃の「連続乾熱法」を水溶性ま
たは水系のパーフルオロアルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、
水系メラミン尿素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用して乾熱処
理を実施するものである。
　親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物と多価アミノ化合物は、酸性浴及
び、アルカリ浴で、第1次の熱処理で共有結合を実施して、その電子置換性において、ク
ロルトリアジン環は（－）帯電化を実施して、ダウン並びフェザーへ被膜化する。
第２次の熱処理において水溶性又は水系パーフルオロアルキルアクリレートと助剤として
水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なく
とも一種を併用することによりダウン並びフェザーに被膜化している、（－）に帯電して
いるクロルトリアジン環と共有結合、イオン結合を実施して疎水化に寄与する。
【００３７】
　「浴中吸尽法」を用いてダウン並びフェザーへ疎水化を付与するにあたり反応機構を詳
細に説明する。
【００３８】
　ダウン並びフェザーの疎水化処理方法は、該構造物に混在する、ゴミ・ホコリ・垢、並
び皮脂などの不純物を取り除く工程を実施した後、同浴内において第1次の熱処理として
「浴中吸尽法」を用いる。加工方法は、常圧タイプのワッシャー加工機を用いる。常温の
水を所定量仕込んだ後、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物と、及び
、多価アミノ酸化合物、酸結合剤を共存させる。
【００３９】
　酸性浴の反応形態を説明する。酢酸などを用いてｐＨ3.5～6.5に調液した後、その後徐
々に昇温を開始する。親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン化合物及び、多価ア
ミノ化合物は、酸性浴では80℃付近で（－）に帯電した、クロルトリアジン環を形成する
ことが公知の為、この電子置換性を応用して、多価アミノ化合物とダウン並びフェザーの
有するアミノ基（ＮＨ２）.（Ｈ）の部位を共有結合し（－）に帯電したクロルトリアジ
ン環が該構造物へ被膜化する。多価アミノ化合物のアミノ基は（ＮＨ-）、ダウン並びフ
ェザーの有するアミノ基は（ＮＨ-）となる。
【００４０】
　アルカリ浴の反応形態を説明する。炭酸水素ナトリウム及び炭酸ナトリウムなどを用い
てｐＨ8.0～11.0に調液する。その後徐々に昇温を開始する。親水性の置換基を有するジ
ハロゲノトリアジン化合物はアルカリ浴の中ではその電子置換性により３０℃～５０℃で
多価アミノ化合物の（ＮＨ２）の部位がダウン並びフェザーの有するアミノ基は（ＮＨ２

）と第１次の置換反応を引き起こし（－）に帯電したモノクロルトリアジン系化合物とな
る。第２次の置換反応は６０℃～７０℃で前記同様の置換反応を引き起こし該構造物へこ
の反応工程で更に（－）に帯電してクロルトリアジン環は共有結合を実施して多価アミノ
化合物のアミノ基は（ＮＨ-）、ダウン並びフェザーの有するアミノ基は（ＮＨ-）となり
該構造物へ被膜化する。
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【００４１】
　本発明の方法において第２次の「連続乾熱法」としてドライ法を用いる。第１次の熱処
理工程においてダウン並びフェザーに（－）帯電して被膜化しているクロルトリアジン環
に水溶性あるいは水系パーフルオロアクリレート並び助剤として水系シリコーンソフナー
、水系メラミン尿素誘導体、水系ウレタンを少なくとも１種を併用して、「連続乾熱法」
によって乾熱・乾燥を実施することによりこれらと共有結合.イオン結合することにより
耐久性のある疎水性を得ることが出来る。更に該構造物は（＋）に帯電していると考えら
れ、被膜化している多価アミノ化合物は（－）、クロルトリアジン環は（－）に帯電して
いてイオンのバランスがとれている。又多価アミノ化合物は吸放湿性能に優れていて空気
中の湿度や水分を吸放湿させて摩擦における静電気の発生を抑制する効果を発生させるこ
とが出来るものと考えられる。
【００４２】
　本発明で用いることができる親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物は、
下記一般式（１）で表される２，６－ジハロゲノ－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘導
体が付与されていることを特徴とする。
【００４３】
【化３】

【００４４】
　上記式（１）中、Ｘは塩素、フッ素及び臭素からなる群より選ばれるハロゲン基、Ｙは
スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基からなる群より選ばれる少なくとも
１つの基により置換されたアリールアミノ基、アリールオキシ基、アリールメルカプト基
、アルキルアミノ基、アルコキシ基、アルキルチオ基、トリアジニルアミノ基、トリアジ
ニルオキシ基、トリアジニルチオ基、またはトリアジニルアミノスチルベンアミノ基であ
り、前記スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基はその水素原子がアルカリ
金属原子またはアルカリ土類金属原子で置換されてもよい。
【００４５】
　前記一般式（１）で表される繊維材料の改質薬剤をより具体的に説明すると、トリハロ
ゲノ－Ｓ－トリアジン、好ましくは塩化シアヌルを主原料として用い、カルボキシル基、
水酸基、チオール基、アミノ基、スルホン基、スルホン酸基等水溶性あるいは親水性置換
基を有するアニリン類、フェノール類、チオフェノール類、ナフチルアミン類、ナフトー
ル類、アミノ酸類、トリアジン類等の単体あるいは混合物を塩化シアヌル１モルに対して
１モルを酸結合剤を共存させた中性ないし弱アルカリ性で縮合させるか、あるいは塩化シ
アヌルを重炭酸ソーダ、炭酸ソーダ、苛性ソーダ、苛性カリ、水酸化マグネシウム等を用
いてアルカリ性で加水分解させることによって得られる。これらの化合物は純粋である必
要はなく、前記２種以上の混合物と塩化シアヌルを反応させたものであってもよいし、純
粋に作られたものをあとから混合して多成分系として使用することが好ましい場合もある
。
【００４６】
　本発明の加工薬剤ジハロゲノトリアジン類は、ドイツ公開特許第２３５７２５２号公報
、あるいはアメリカ特許第５６０１９７１号明細書等に記載があるように公知の合成法に
準じて合成することができるが、その概要は次の通りである。
【００４７】
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　すなわち、例えば、塩化シアヌル１．００モルを５℃以下の氷水の中へ仕込み、次いで
例えばｍ－スルファニル酸１．０２モルと炭酸ソーダ約１モルをよく撹拌しながら徐々に
仕込む。ｍ－スルファニル酸と炭酸ソーダの仕込みはｐＨ＝７±１で約３時間を要して５
～１０℃で仕込み、高速液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）によって分析し、塩化シア
ヌルがほぼ消滅すれば、更に１時間保温撹拌して反応を完結させる。この間ｐＨは６～８
に維持し、ＨＰＬＣによって組成を分析し、モノスルフアニル体が９０％以上となれば反
応を終了する。反応後微量の不溶物を濾過して除き、最終的にはｐＨは７に調整する。こ
のようにして２．６－ジクロル－４－(３－スルフォアニリノ)－Ｓ－トリアジンＮａ塩水
溶液が高収率で得られる。この化合物は冷蔵庫内で５℃以下保管すれば約１ヶ月間は安定
である。
【００４８】
　親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物は、具体的には次のような化合
物の単体あるいは混合物を例として挙げることができる。
　　２，６－ジクロル－４－（３－スルフォアリニノ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（４－スルフォアリニノ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（２，５－ジスルフォアリニノ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（３，５－ジスルフォアリニノ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（３－カルボキシアリニノ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（４－カルボキシアリニノ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（２－カルボキシアリニノ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（β－カルボキシエチルアミノ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－ウレイド－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－チオウレイド－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（４－カルボキシフェノキシ）－Ｓ－トリアジン
　　２，６－ジクロル－４－（４－カルボキシフェニルチオ）－Ｓ－トリアジ
　　２，６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジンＮａ塩
　　２，６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジンＬｉ塩
　　２，６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジンＭｇ塩
　　２，６－ジクロル－４－チオ－Ｓ－トリアジンＮａ塩
【００４９】
　親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン類は、この他にも数多くの有効な化合物
が考えられるのであって、本発明はこれらの具体例に制約されるものではなく、親水性置
換基を有する化合物であることと、活性ハロゲン原子またはそれに類する反応性基を２個
以上有することがポイントである。
【００５０】
　本発明において、親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物のクロルトリア
ジン環の共有結合を実施させるために用いる多価アミノ化合物は、繭、毛羽、生糸から得
られる分子量２００００以下の低分子で水溶性の加水分解シルクが好ましい。該加水分解
シルクは以下の様にして得られる。
【００５１】
　水溶性加水分解シルクとなる繭、毛羽、生糸を洗濯槽内へ投入して常温で約１時間洗濯
を実施して不純物を除去する。洗浄した原料を遠心の脱水機を用いて充分脱水する。
水溶液中に原料を投入して重炭酸ソーダ－を用いて１００℃まで昇温煮沸し、その温度を
１２０分持続し、再度遠心脱水機を用いてセリシンとフィビィロインに分離する。セリシ
ンを有している水溶液は酵素分解槽内へ投入、アルカラーゼ、セルラーゼ等の酵素を用い
て約６０℃までの温度で３００分間精練を実施する。分離されたフィビィロインも同様の
精練を実施する。セリシンを有している水溶液を真空濃縮機に投入してリンゴ酸、クエン
酸等を用いて濃縮工程を数回繰り返してゼムライト等を使用して濾過をしてその後３００
℃まで昇温したスプレードライ機内で噴射して、パウダー化を行う。遠心脱水機並び濾過
して残留したフィビィロインは酵素精練並び高アルカリ下において再三、再四フィビィロ
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インを分解して同様に濃縮工程を繰り返した後、スプレードライを実施する。
【００５２】
　この様にして得られた加水分解シルクの分子量を京都府．織物機械金属振興センターに
て評価の結果、低分子の加水分解シルク（セリシンパウダー）は分子量、１００００、加
水分解シルク（シルクパウダー）は分子量、１０００という結果となり水溶性の加水分解
シルクを得た。これらの多価アミノ化合物は親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン
系化合物と加工浴内において酸結合剤を用いることにより共有結合を実施(－)に帯電した
クロルトリアジン環を形成させることに寄与し帯電防止機能を付与、静電気の発生を抑制
しダウン並びフェザーの疎水化に寄与する。
【００５３】
　本発明でいうフルオロアルキルアクリレートとしては、ポリフルオロアルキル基（以下
、Ｒｆ基と記す）を有する（メタ）アクリル酸エステルの重合単位を含むものである。こ
こで、（メタ）アクリル酸エステルとは、アクリル酸エステルおよびメタクリル酸エステ
ルから選ばれた少なくとも１種をいう。「（メタ）アクリルアミド」等の表記についても
同様である。Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルとは、Ｒｆ基が（メタ）アクリ
ル酸エステルのアルコール残基部分に存在する化合物をいう。
【００５４】
　Ｒｆ基は、アルキル基の水素原子の２個以上がフッ素原子に置換された基である。Ｒｆ

基の炭素数は２～２０が好ましく、特に６～１６が好ましい。またＲｆ基は直鎖構造また
は分岐構造であり、直鎖構造が好ましい。分岐構造である場合には、分岐部分がＲｆ基の
末端部分に存在し、かつ炭素数が１～４程度の短鎖であるのが好ましい。Ｒｆ基は、フッ
素原子以外のハロゲン原子を含んでいてもよい。フッ素原子以外のハロゲン原子としては
塩素原子が好ましい。
【００５５】
　Ｒｆ基の末端部分の構造としては、－ＣＦ２ＣＦ３、－ＣＦ（ＣＦ３）２、－ＣＦ２Ｈ
、－ＣＦＨ２、－ＣＦ２Ｃｌ等が挙げられ、－ＣＦ２ＣＦ３が好ましい。また、Ｒｆ基中
の炭素－炭素結合間には、エーテル性酸素原子またはチオエーテル性硫黄原子が挿入され
ていてもよい。
【００５６】
　Ｒｆ基中のフッ素原子数は、［（Ｒｆ基中のフッ素原子数）／（Ｒｆ基と同一炭素数の
対応するアルキル基中に含まれる水素原子数）］×１００（％）で表現した場合、６０％
以上が好ましく、特に８０％以上が好ましい。さらにＲｆ基は、アルキル基の水素原子の
全てがフッ素原子に置換された基、すなわち、パーフルオロアルキル基（以下、ＲＦ基と
記す。）、またはＲＦ基を末端部分に有する基が好ましい。
【００５７】
　ＲＦ基の炭素数は２～２０が好ましく、特に６～１６が好ましい。炭素数が２未満の場
合には撥水性が低下する傾向にある。炭素数が２０超の場合には共重合体が常温で固体と
なり、昇華性も大きくなり、取扱いが困難になる傾向がある。
ＲＦ基の具体例を以下に挙げる。なお、以下の例においては、同一分子式を有する構造の
異なる基である構造異性の基を含む。
【００５８】
　Ｃ４Ｆ９－（Ｆ（ＣＦ２）４－、（ＣＦ３）２ＣＦＣＦ２－、（ＣＦ３）３Ｃ－等）、
Ｃ５Ｆ１１－（Ｆ（ＣＦ２）５－、（ＣＦ３）３ＣＣＦ２－等）、Ｃ６Ｆ１３－（Ｆ（Ｃ
Ｆ２）６－等）、Ｃ７Ｆ１５－、Ｃ８Ｈ１７－、Ｃ９Ｆ１９－、Ｃ１０Ｆ２１－、Ｃｌ（
ＣＦ2）ｓ－（ｓは２～１６の整数）、Ｈ（ＣＦ２）ｔ－（ｔは１～１６の整数）、（Ｃ
Ｆ３）２ＣＦ（ＣＦ２）ｙ－（ｙは１～１４の整数）等。
【００５９】
　Ｒｆ基が、炭素－炭素結合間にエーテル性酸素原子、またはチオエーテル性硫黄原子が
挿入された基である場合の具体例を、以下に挙げる。
【００６０】
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　Ｆ（ＣＦ２）５ＯＣＦ（ＣＦ３）－、Ｆ（ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ）ｒＣＦ（ＣＦ３）
ＣＦ２ＣＦ２－、Ｆ（ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ）ｚＣＦ（ＣＦ３）－、Ｆ（ＣＦ（ＣＦ３

）ＣＦ２Ｏ）ｕＣＦ２ＣＦ２－、Ｆ（ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｖＣＦ２ＣＦ２－、Ｆ（Ｃ
Ｆ２ＣＦ２Ｏ）ｗＣＦ２ＣＦ２－（ｒは１～６の整数、ｚは１～５の整数、ｕは２～６の
整数、ｖは１～６の整数、ｗは１～９の整数）等。
【００６１】
　Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルとしては、下記式（２）で表される化合物
が好ましい。ただし、式（２）においてＲｆはＲｆ基、Ｑは２価の有機基、Ｒ１は水素原
子またはメチル基を示す。
　Ｒｆ－Ｑ－ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２・・・式（２） 
【００６２】
　式（２）におけるＲｆ基としては、エーテル性酸素原子またはチオエーテル性硫黄原子
を含まないＲｆ基が好ましい。とりわけ－（ＣＦ２）ｎＦ（ただし、ｎは２～２０の整数
。）で表される基が好ましく、ｎが５～１７の整数である基が好ましく、特にｎが７～１
３の整数である基が好ましい。
　式（２）におけるＱとしては、－（ＣＨ２）ｐ＋ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＣＯＮＨ（ＣＨ

２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＯＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＳＯ２ＮＲ２（Ｃ
Ｈ２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＮＨＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＣＨ（ＯＨ）
－、－（ＣＨ２）ｑ－等が好ましい。ただし、Ｒ２は水素原子またはアルキル基を示す。
また、ｐおよびｑは０以上の整数を示し、ｐ＋ｑは１～２２の整数である。これらのうち
、－（ＣＨ２）ｐ＋ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＣＯＮＨ（ＣＨ２）ｑ－、－（ＣＨ２）ｐＳＯ

２ＮＲ２（ＣＨ２）ｑ－であり、かつ、ｑが２以上の整数であってかつｐ＋ｑが２～６で
ある場合が好ましい。特に、ｐ＋ｑが２～６である場合の－（ＣＨ２）ｐ＋ｑ－、すなわ
ち、ジメチレン基～ヘキサメチレン基が好ましい。Ｑと結合するＲｆの炭素原子には、フ
ッ素原子が結合しているのが好ましい。
【００６３】
　Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルの具体例としては、下記の化合物が挙げら
れる。ただし、Ｒ１は水素原子またはメチル基を示す。
【００６４】
　Ｆ（ＣＦ２）５ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）６ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣ
Ｒ１＝ＣＨ２、 Ｈ（ＣＦ２）６ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｈ（ＣＦ２）８ＣＨ２Ｏ
ＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｈ（ＣＦ２）１０ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｈ（ＣＦ２）８

ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）８ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１

＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）１０ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）１２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 （ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）４ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯ
ＣＲ１＝ＣＨ２、 （ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）６ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 
（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）８ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）８Ｓ
Ｏ２Ｎ（Ｃ３Ｈ７）ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）８（ＣＨ２）４

ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）８ＳＯ２Ｎ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１

＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）８ＳＯ２Ｎ（Ｃ２Ｈ５）ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 
Ｆ（ＣＦ２）８ＣＯＮＨＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 （ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ

２）５（ＣＨ２）３ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）５ＣＨ２ＣＨ（
ＯＣＯＣＨ３）ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）５ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ
）ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、（ＣＦ３）２ＣＦ（ＣＦ２）７ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ

２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、 Ｆ（ＣＦ２）９ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２、Ｆ（Ｃ
Ｆ２）９ＣＯＮＨＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＲ１＝ＣＨ２。
【００６５】
　本発明でいうフルオロアルキルアクリレートは、Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エ
ステルを２種以上含んでもよい。Ｒｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルを２種以上
含む場合には、炭素数の異なるＲｆ基を有する（メタ）アクリル酸エステルであることが
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好ましい。また、本発明でいうフルオロアルキルアクリレートは、Ｒｆ基を有する（メタ
）アクリル酸エステルの重合単位以外の重合単位を含んでもよい。他の重合単位としては
、エチレン、プロピレン、ブタジエン、イソプレン、塩化ビニル、フッ化ビニル、塩化ビ
ニリデン、フッ化ビニリデン、クロロプレン等のオレフィン類、スチレン、α－メチルス
チレン、４－メチルスチレン等のスチレン類、ジアセトン（メタ）アクリルアミド、Ｎ，
Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド等の（メ
タ）アクリルアミド類、エチルビニルエーテル、シクロヘキシルビニルエーテル、ハロゲ
ン化アルキルビニルエーテル等のビニルエーテル類、アリルグリシジルエーテル等のアリ
ルエーテル類、酢酸ビニル等のカルボン酸ビニル類、酢酸アリル等のカルボン酸アリル類
、エチルビニルケトン等のビニルアルキルケトン類。
【００６６】
　メチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）
アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、セチル（メタ）アクリレート
、オクタデシル（メタ）アクリレート等の炭素数１～２６の直鎖または分岐のアルキル基
を有するアルキル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート、ベンジル（
メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシ－３
－クロロプロピル（メタ）アクリレート、ポリオキシアルキレンモノ（メタ）アクリレー
トモノメチルエーテル、ポリオキシアルキレンジ（メタ）アクリレート、２－（ジメチル
アミノ）エチル（メタ）アクリレート、ポリジメチルシロキサン基を有する（メタ）アク
リレート、ブロックされたイソシアネート基を有する（メタ）アクリレート、第４アンモ
ニウム塩の基を有する（メタ）アクリレート等の（メタ）アクリレート類。
【００６７】
　トリアリルシアヌレート、Ｎ－ビニルカルバゾール、マレイミド、Ｎ－アルキルマレイ
ミド、無水マレイン酸、マレイン酸モノアルキルエステル、マレイン酸ジアルキルエステ
ル等。
【００６８】
　本発明において、フルオロアルキルアクリレートを使用する場合は、下記の化合物すな
わち、ブロックされたイソシアネート基を１個以上有し、かつ重合性炭素－炭素不飽和結
合を有しない化合物であり、イソシアネート基をブロック化剤でブロックした構造の化合
物、を併用することが好ましい。そして、ポリイソシアネートと分子内に活性水素原子を
２個以上有する化合物とを反応させた化合物のイソシアネート基をブロック化剤でブロッ
クした構造が好ましい。
【００６９】
　ポリイソシアネートとしては、以下のポリイソシアネートが好ましく挙げられる。
４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、２，４’－ジフェニルメタンジイソシア
ネート、トリレンジイソシアネート等の芳香族イソシアネート類、トリメチレンジイソシ
アネート、テトラメチレンジイソシアネート、ペンタメチレンジイソシアネート、ヘキサ
メチレンジイソシアネート、１，２－プロパンジイソシアネ－ト、１，２－ブタンジイソ
シアネート、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート
、４，４’－ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート、シクロヘキシレンジイソシアネ
ート等の脂肪族イソシアネート類または脂環族イソシアネート類、およびそれらのイソシ
アヌレート変性体、プレポリマー変性体、ビュレット変性体、アロファネート変性体等。
【００７０】
　イソシアネート基のブロック化剤としては、アルキルケトオキシム類、フェノール類、
アルコール類、β－ジケトン類、ラクタム類が好ましい。特にメチルエチルケトオキシム
、ε－カプロラクタム、フェノール、クレゾール、アセチルアセトン、マロン酸ジエチル
、イソプロピルアルコール、ｔ－ブチルアルコール、マレイン酸イミド等が好ましい。と
りわけ、メチルエチルケトオキシム等のジアルキルケトオキシム類、ε－カプロラクタム
等のラクタム類の解離温度１２０～１８０℃の化合物が好ましい。
【００７１】
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　上記ブロックされたイソシアネートとしては、メイカネートＭＦ、ＢＰ－１１、ＮＢＰ
－７５、ＮＢＰ－２３１（以上、明成化学工業社製）、ＷＢ－７３０、ＷＢ－９２０、Ｘ
ＷＢ－７２－Ｚ５６（以上、武田薬品工業社製）、ＢＩ－８（日本ポリウレタン社製）等
の市販の化合物を用いてもよい。
【００７２】
　これらの化合物は、ダウン並びフェザーに（－）に帯電して被膜化しているクロルトリ
アジン環に共有結合やイオン結合することにより該構造物に耐久性のある疎水性.ホコリ.
ゴミの付着しにくい静電気の発生を抑制した帯電防止機能を付与することができる。
【００７３】
　これら親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物、多価アミノ化合物及び水
溶性または水系パーフルオロアルキルアクリレートと助剤として水系シリコーンソフナー
、水系メラミン尿素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも１種を併用する前記
薬剤はダウン並びフェザーの疎水化及び帯電防止機能を付与することを可能ならしめる。
概要はダウン並びフェザーを疎水化する際、第１次の熱処理において親水性の置換基を有
するジハロゲノトリアジン系化合物が酸結合剤の存在の下で多価アミノ化合物及びダウン
並びフェザーの有する（Ｈ）部位と電子置換を実施して共有結合を実施し（－）に帯電し
たクロルトリアジン環として該構造物に被膜化を実施する。該構造物の帯電は（＋）であ
ると推定され、クロルトリアジン環は（－）帯電しているため帯電のバランスが実施され
帯電防止機能に寄与する。第２次熱処理において水溶性又は水系パーフルオロアルキルア
クリレートと助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導体から選ばれた
少なくとも１種を併用し該構造物に（－）に帯電して被膜化しているクロルトリアジン環
に立体的な、あるいは網目的な共有結合、イオン結合を実施することにより耐久性のある
疎水化、静電気の発生を抑制する帯電防止機能を付与することができる。従来技術の合成
樹脂を用いて撥水剤を固着付与して被膜化させる技術は高温を必要として該構造物のポリ
ペプチド鎖を崩壊させ熱塑性化.粗硬化をもたらしたり、湿気及び水分の吸放湿性を阻害
して静電気の発生を促進したりするが、今発明のダウン並びフェザーの疎水化処理方法は
該構造物及び多価アミノ化合物の（Ｈ）部位との共有結合、更にクロルトリアジン環との
共有結合.イオン結合を用いるシンプルな疎水化処理方法である。
【００７４】
　さらに本発明の特徴はホルマリン等の有害な薬剤を使用することなく安全で環境適合性
に優れた安価な加工薬剤であること、樹脂加工による莫大なエネルギーを使用して、該構
造物に疎水性を付与することなく二酸化炭素や窒素酸化物の削減にも寄与し熱による作業
環境の悪化を防ぐとともに有害な薬剤や樹脂の使用に起因する安全性の問題や製造過程で
発生する排水（生物化学的酸素要求量：Ｂ.Ｏ.Ｄ）負荷の軽減を図ることが出来る。
【００７５】
　本発明において、上記薬剤を用いてダウン並びフェザーの疎水化を達成させる酸性浴の
加工条件の概要を説明する。第1次の熱処理はワッシャー加工機を用いて３０℃～９０℃
の昇温熱処理する「浴中吸尽法」を用いる。ダウン並びフェザーの総重量に対し浴比1：6
0以下になるよう加工機内の水量を調整し、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジ
ン系化合物を薬剤の純度100％換算で0.1％～10％（ｏ.ｍ.ｆ）及び多価アミノ化合物0.01
％～10％（ｏ.ｍ.ｆ）仕込む。酢酸.氷酢酸.リンゴ酸.クエン酸などを用いて0.1～10％(
ｏ.ｗ.ｓ)添加してｐＨ3.5～6.5に調液する。調液が終了すれば０.１℃～２℃/分以下で
３０℃～９０℃まで昇温熱処理を実施する。８０℃～９０℃までの熱処理を30分間～60分
間実施して、クールダウン.湯洗い.水洗を実施する。
【００７６】
　該構造物のアルカリ浴の加工条件の概要を説明する。第１次の熱処理はワッシャー加工
機を用いて３０℃～９０℃の昇温熱処理する「浴中吸尽法」を用いる。ダウン並びフェザ
ーの総重量に対し浴比1：60以下になるように加工機内の水量を調整し親水性の置換基を
有するジハロゲノトリアジン系化合物を薬剤の純度100％換算で0.1％～10％（ｏ.ｍ.ｆ）
及び多価アミノ化合物0.01％～10％（ｏ.ｍ.ｆ）仕込む。炭酸水素ナトリウム.炭酸ナト
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リウムなどを用いて0.1％～10％（ｏ.ｗ.ｓ）添加してｐＨ8.0～11.0に調液する。調液が
終了すれば、０.１℃～２０℃/分で２０分間以上かけて６０℃まで昇温熱処理を実施する
。６０℃～９０℃までの熱処理を２０分間～６０分間実施してクールダウン.湯洗い.酸中
和.水洗いを実施する。
【００７７】
　ダウン並びフェザーの疎水化を達成させるため第２次の乾熱処理は「連続乾熱法」を用
いて温風ドライヤー乾燥機で乾燥工程を実施する。加工方法の概要を説明する。前記加工
条件で第１次の熱処理を実施したワッシャー加工機内へ、水溶性または水系パーフルオロ
アルキルアクリレートと助剤として水系シリコーンソフナー.水系メラミン尿素誘導体及
び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用し目的の疎水化を得るため該構造物0.
01％～10％（ｏ．ｍ．ｆ）仕込んで調液する。該構造物へ前記薬剤が均一に含浸するよう
に約10分間～20分間加工機内で混合する。その後、絞り率40％～200％で脱水した後、温
風ドライヤー乾燥機内に送り込む。設定温度を６０℃～１５０℃と設定して（好ましくは
１００℃）約３分間～６０分間の乾熱処理を実施して、実質的に乾燥するまで熱処理を実
施する。その後クールダウンをして該構造物の疎水化処理方法を完了する。
【００７８】
　また本発明においては第１次の「浴中吸尽法」を用いる昇温熱処理の工程、第２次の「
連続乾熱法」の処理工程の順序での製造.処理工程が含まれていれば良い。
【００７９】
　以下、実施例によって本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例に制約され
るものではない。
【００８０】
実施例１
　ワッシャー加工機内に水２１６ｋｇ、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系
化合物、２，６－ジクロル－４－（３－スルフォアニリノ）－Ｓ－トリアジン１０％水溶
液３．８ｋｇ、酢酸４０ｃｃ、加水分解シルク３６０ｇ、ダウン18ｋｇを投入して、常温
で５分間循環.混合した。その後、１.５℃／分で約25分間かけて８０℃までの昇温稼動を
実施した後８０℃の加工浴の温度で３０分間持続稼動を実施.排水した。その後、水洗.排
水を２回繰り返し、同加工機内で脱水をした。その後加工機内へ水溶性パーフルオロアル
キレート７ｋｇ、ブロックイソシアネート５００ｇを投入して、水との総重量２００リッ
トルとして調液後10分間常温にて循環稼動した後排水して絞り率80％として脱水後１００
℃の乾熱温度の温風ドライヤー乾燥機内へ該構造物を送り込み約12分間の乾燥を実施した
。このようにして得られた該構造物の疎水化が実施されている写真を表１に示す。
【００８１】
比較例１
　実施例１で使用したものと同じダウンを２，６－ジクロル－４－（３－スルフォアニリ
ノ）－Ｓ－トリアジン10％水溶液3.8ｋｇ酢酸40ｃｃ、加水分解シルク360ｋｇのみを用い
て実施例１と同様の熱処理を実施した写真を表１に示す。
【００８２】
実施例２　
　ワッシャー加工機内へ水216ｋｇ、親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合
物、２，６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジンＮａ塩10％水溶液3.8ｋｇ、炭酸水
素ナトリウム528ｇ、加水分解シルク360ｇ、ダウン18ｋｇを投入して常温で5分間循環混
合した。その後１.５℃／分で約15分間かけて６０℃までの昇温稼動を実施した後、６０
℃の加工浴の温度30分間継続稼動を実施.排水した。その後、水洗い.排水を２回繰り返し
た後、酢酸を20ｃｃ投入して４０℃まで加工内の水温を上昇させ、その温度で10分間継続
稼動を実施した後、排水し水洗いを実施した。その後、実施例１と同様の加工を実施した
。この様にして得られた該構造物の疎水化が実施されている写真を表２に示す。
【００８３】
比較例２
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　実施例２で使用したものと同じダウンを２，６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジ
ンＮａ塩10％水溶液3.8ｋｇ炭酸水素ナトリウム528ｋｇ加水分解シルク360ｇ、ダウン18
ｋｇのみを用いて実施例１と同様の熱処理を実施した写真を表２に示す。
【００８４】
実施例３
　ワッシャー加工機内に水216ｋｇ、親水性置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合
物、２，６－ジクロル－４－（３－ジスルフォアニリノ）－Ｓ－トリアジン10％水溶液3.
8ｋｇ、炭酸ナトリウム52ｇ、加水分解シルク360ｇ、フェザー18ｋｇを投入した。後の工
程は実施例１と同様の加工を実施した。この様にして得られた該構造物の疎水化が実施さ
れている写真を表３に示す。
【００８５】
比較例３
　実施例３で使用したものと同じフェザーを２，６－ジクロル－４－（３－ジスルフォア
ニリノ）－Ｓ－トリアジン10％水溶液3.8ｋｇ、炭酸ナトリウム52ｇ、加水分解シルク360
ｇ、フェザー18ｋｇのみを用いて実施例１と同様の熱処理を実施した写真を表３に示す。
【００８６】
【表１－１】
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【表１－２】

【表１－３】

【００８７】
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【表２－１】

【表２－２】
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【表２－３】

【００８８】
【表３－１】
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【表３－２】

【表３－３】

【００８９】
　表１に示した実施例１と比較例１から解るように、本発明ではダウンへの疎水化が達成
されている良好な結果が得られた。
【００９０】
　表２に示した実施例２と比較例２から解るように本発明ではダウンへの疎水化が達成さ
れている良好な結果が得られた。
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【００９１】
　表３に示した実施例３と比較例３から解るように本発明ではダウンへの疎水化が達成さ
れている良好な結果が得られた。
【手続補正書】
【提出日】平成21年3月6日(2009.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウン並びフェザーの一方または双方からなる嵩高集合体である繊維構造物を水溶液中
で疎水化する際、
　該繊維構造物を、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物及び多価アミ
ノ化合物を共存させた水溶液中で「浴中吸尽法」により３０℃～９０℃の昇温熱処理に付
す第一次の熱処理と、
　該第一次の熱処理後の繊維構造物を、水溶性または水分散性のパーフルオロアルキルア
クリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導体及びウレタ
ンから選ばれた少なくとも一種とを併用した水溶液に含浸させる含浸処理と、
　該含浸処理後の繊維構造物を「連続乾熱法」により６０℃～１５０℃で乾熱処理に付す
第二次の熱処理と、
　を含むことを特徴とするダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
【請求項２】
　前記ジハロゲノトリアジン化合物が、下記一般式（１）で表される２，６－ジハロゲノ
－４－Ｙ－１，３，５－トリアジン誘導体の群から選択されるものであることを特徴とす
る請求項１記載のダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
【化１】

　上記式（１）中、Ｘは塩素、フッ素及び臭素からなる群より選ばれるハロゲン基、Ｙは
スルホン基、カルボキシル基、水酸基及びチオール基からなる群より選ばれる少なくとも
１つの基により置換されたアリールアミノ基、アリールオキシ基、アリールメルカプト基
、アルキルアミノ基、アルコキシ基、アルキルチオ基、トリアジニルアミノ基、トリアジ
ニルオキシ基、トリアジニルチオ基、またはトリアジニルアミノスチルベンアミノ基であ
る、又は、前記スルホン基、カルボキシル基、水酸基、及びチオール基はその水素原子が
アルカリ金属原子またはアルカリ土類金属原子で置換されている。
【請求項３】
　前記「浴中吸尽法」による第一次の熱処理を、浴比が１：６０以下の水溶液に、前記ジ
ハロゲノトリアジン系化合物を前記繊維構造物重量比０．１％～１０％、多価アミノ化合
物を前記繊維構造物重量比０．０１％～１０％共存させ３０℃～９０℃で行うことを特徴
とする請求項１又は２記載のダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
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【請求項４】
　前記含浸処理を、前記パーフルオロアルキルアクリレートと前記助剤とを併用した前記
繊維構造物重量比０．００１％～１０％の水溶液に含浸させて行なうことを特徴とする請
求項３記載のダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
【請求項５】
　前記浴中吸尽法の水溶液に、酢酸、リンゴ酸、氷酢酸及びクエン酸から選ばれた少なく
とも１種を添加してｐＨ３．５～６．５に調液することを特徴とする請求項１～４のいず
れかに記載のダウン並びフェザー疎水化処理方法。
【請求項６】
　前記浴中吸尽法の水溶液に、炭酸水素ナトリウム及び炭酸ナトリウムから選ばれた少な
くとも１種を添加して、ｐＨ８．０～１１．０に調液することを特徴とする請求項１～４
のいずれかに記載のダウン並びフェザーの疎水化処理方法。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の方法で処理したダウン並びフェザーを用いてなること
を特徴とする枕・布団等の寝具類。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれかに記載の方法で処理したダウン並びフェザーを用いてなること
を特徴とする、ジャケット・コート等のアウター衣料類。
【請求項９】
　請求項１～６のいずれかに記載の方法で処理したダウン並びフェザーを用いてなること
を特徴とする、ショール・ストール・マフラー等の装飾類。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　しかし、この特許文献の特許請求の項にダウン並びフェザーの記載は無くその要因は前
記の繊維構造物の特性によるものと考えられる。
【特許文献１】特開２００８－６３７０８号（特願２００６－２７５７９５）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　上記課題を解決するために、本発明に係るダウン並びフェザーの一方または双方からな
る嵩高集合体である繊維構造物を水溶液中で疎水化する際、
　該繊維構造物を、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系化合物及び多価アミ
ノ化合物を共存させた水溶液中で「浴中吸尽法」により３０℃～９０℃の昇温熱処理に付
す第一次の熱処理と、
　該第一次の熱処理後の繊維構造物を、水溶性または水分散性のパーフルオロアルキルア
クリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿素誘導体及び、ウレ
タンから選ばれた少なくとも一種とを併用した水溶液に含浸させる含浸処理と、
　該含浸処理後の繊維構造物を「連続乾熱法」により６０℃～１５０℃で乾熱処理に付す
第二次の熱処理と、
　を含むことを特徴とするものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　酸性浴の反応形態を説明する。酢酸などを用いてｐＨ3.5～6.5に調液した後、その後徐
々に昇温を開始する。親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン化合物及び、多価ア
ミノ化合物は、酸性浴では80℃付近で（－）に帯電した、クロルトリアジン環を形成する
ことが公知の為、この電子置換性を応用して、多価アミノ化合物とダウン並びフェザーの
有するアミノ基（ＮＨ２）.（Ｈ）の部位を共有結合し（－）に帯電したクロルトリアジ
ン環が該構造物へ被膜化する。多価アミノ化合物のアミノ基は（ＮＨ-）、ダウン並びフ
ェザーの有するアミノ基は（ＮＨ-）となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　水溶性加水分解シルクとなる繭、毛羽、生糸を洗濯槽内へ投入して常温で約１時間洗濯
を実施して不純物を除去する。洗浄した原料を遠心の脱水機を用いて充分脱水する。
水溶液中に原料を投入して重炭酸ソーダを用いて１００℃まで昇温煮沸し、その時間を１
２０分持続し、再度遠心脱水機を用いてセリシンとフィビィロインに分離する。セリシン
を有している水溶液は酵素分解槽内へ投入、アルカラーゼ、セルラーゼ等の酵素を用いて
約６０℃までの温度で３００分間精練を実施する。分離されたフィビィロインも同様の精
練を実施する。セリシンを有している水溶液を真空濃縮機に投入してリンゴ酸、クエン酸
等を用いて濃縮工程を数回繰り返してゼムライト等を使用して濾過をしてその後３００℃
まで昇温したスプレードライ機内で噴射して、パウダー化を行う。遠心脱水機並び濾過し
て残留したフィビィロインは酵素精練並び高アルカリ下において再三、再四フィビィロイ
ンを分解して同様に濃縮工程を繰り返した後、スプレードライを実施する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　この様にして得られた加水分解シルクの分子量を京都府．織物機械金属振興センターに
て評価の結果、低分子の加水分解シルク（セリシンパウダー）は分子量１０００という結
果となり水溶性の加水分解シルクを得た。これらの多価アミノ化合物は親水性置換基を有
するジハロゲノトリアジン系化合物と加工浴内において酸結合剤を用いることにより共有
結合を実施して(－)に帯電したクロルトリアジン環を形成させることに寄与し帯電防止機
能を付与、静電気の発生を抑制しダウン並びフェザーの疎水化に寄与する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　ダウン並びフェザーの疎水化を達成させるため浸漬処理および第二次の熱処理（連続乾
熱法）の概要を説明する。
　前記加工条件で第一次の熱処理を実施したワッシャー加工機内へ水溶性または水系パー
フルオロアルキルアクリレートと、助剤として水系シリコーンソフナー、水系メラミン尿
素誘導体及び水系ウレタンから選ばれた少なくとも一種を併用し目的の疎水化を得るため



(41) JP 2010-13784 A 2010.1.21

該構造物重量比０．０１％～１０％（ｏ．ｍ．ｆ）仕込んで浸漬処理液を調液する。該構
造物へ前記薬剤が均一に含浸するように約10分間～20分間加工機内で混合する。その後、
絞り率４０％～２００％で脱水した後、温風ドライヤー乾燥機内に送り込む。設定温度を
６０℃～１５０℃と設定して（好ましくは１００℃）約３分間～６０分間の乾熱処理を実
施して、実質的に乾燥するまで熱処理を実施する。その後クールダウンをして該構造物の
疎水化処理方法を完了する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　実施例１
　ワッシャー加工機内に水２１６ｋｇ、親水性の置換基を有するジハロゲノトリアジン系
化合物、２，６－ジクロル－４－（３－スルフォアニリノ）－Ｓ－トリアジン１０％水溶
液３．８ｋｇ、酢酸４０ｃｃ、加水分解シルク３６０ｇ、ダウン１８ｋｇを投入して、常
温で５分間循環.混合した。その後、１.５℃／分で約25分間かけて８０℃までの昇温稼動
を実施した後８０℃の加工浴の温度で３０分間持続稼動を実施.排水した。その後、水洗.
排水を２回繰り返し、同加工機内で脱水をした。その後加工機内へ水溶性パーフルオロア
ルキレート７ｋｇ、ブロックイソシアネート５００ｇを投入して、水との総重量２００ｋ
ｇとして調液後10分間常温にて循環稼動した後排水して絞り率８０％として脱水後１００
℃の乾熱温度の温風ドライヤー乾燥機内へ該構造物を送り込み約１２分間の乾燥を実施し
た。このようにして得られた該構造物の疎水化が実施されている写真を表１に示す。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
比較例２
　実施例２で使用したものと同じダウンを２．６－ジクロル－４－オキシ－Ｓ－トリアジ
ンＮａ塩１０％水溶液３．８ｋｇ、炭酸水素ナトリウム５２８g、加水分解シルク３６０
ｇ、ダウン１８kgのみを用いて実施例１と同様の熱処理を実施した写真を表２に示す。
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